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バングラデシュ サイクロン被災地で医療活動

ネパール　コミュニティセンターの開所式

　　　　　　　インドネシア

1997年9月、南スラウェシ島地攬への緊急救援活動

中国　　内モンゴル歯科診療

アフガニスタン　　大地震緊急救援活動　移動中

　　　　　フィリピン

緊急救援方法を書いたカレンダーを配布
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　　　ジプチ

アリサビエ難民キャンプ

ウガンダ　ABCプロジェクト

ケニア　　保健衛生教育

　　　　　　　　ボリビア

アメリカからのインストラクターによる緊急医療の研修
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支部開所式を前に

ルワンダ　A日Cプロジェクト

ペルー　　リマ近郊のスラム街
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世界/こ広がる４ﾙID4のネッ1ヽワーク アジア庸

●■■●●■■

インドネシア

カンボジア

中国

　　フィリピン

4　zumt/nru/ /99&6

　　　　　　インドネシア

　インドネシア支部は、緊急救援プロジェク

トを中心に活動を進めてきた。その一環とし

て、緊急救援に備えるため、本年度は医療関

係者のみだけでな＜女性など一般の人々への

広い教育活動を行ない、緊急事態対応体制を

整備する予定。

　　　　　　　カンボジア

　首都近郊地域において診療所を開設し、特

に貧困層への医療活動を行ってきたカンボジ

ア支部は、本年度より規模を拡張し、特に地

雷被害者への医療活動を推進すると同時に地√゛ぐ｀

雷被害者を中心とする障害を持つ人々へ職業

訓練の場を提供する予定。デイケアセンター

の運営も引き続き行う。

　　　　　　　　中　国

　1996年に発生した雲南省大地震救援活動

以来､学校再建設や歯科医療巡回プロジェク

トを実施してきた。昨年は内モンゴルヘの調

査団を派遣し、特に子どもの歯科衛生向上を

目的として、歯科医療を開始した。

　　　　　　■■■■■■■■■■
　　　　　　　フィリピン

　ＡＭＤＡ国際ボランティア研修センター運1へ

営、多言語対応医療マニュアル作成などプロ

ジェクトの支援業務が主と見られがちなフィ

リピン支部であるが、女性自立支援プログラ

ムなど保健衛生プロジェクトも行っている。

本年度は首都貧困層への自立支援事業を開始

する予定。

　　　　　　　　インド

　インド薬草園プロジェクト。

これまでインド国内では平成４年度から各種

のプロジェクトを実施してきたが､平成10年

度よリインド中部ナガプールにアユペーダ薬

草園を造設し､、低所得者層を対象に､薬草配

布と健康教育、識字教育を実施する。



AMDAでは発展途上国で､万医療活動や保健衛生教育、人材育成支援などの開発活動を行づていますぷでj

本号では、アジア＼べ戸フリノカ・南米の各国ごとの主なプロジェケトの概要を紹介します4∧………………i7y

　　　　　　　　ミャンマー

　首都から車で16時間の都市メティーラを中心

に巡回医療・児童給食活動・浄水機設蕭による飲

料水改良などによる生活環境改善を実施している。

その他に97年12月より現地医療・保健スタッフ

に対しＵＮＤＰと協力し、衛生教育向上ﾌﾟログラム

を推進し､98年度建設開始予定の地域病院での人

材養成を併せて行っている。

　　　　　　　　　アフガニスタン

　　･1997年より郵政省国際ボランティア貯金配分金

●プロジェクトとして、ヘラート事務所を開設、国

　　内被災民救援活動開始。 98年６月終了。

　　・新たなプロジェクトとして、東部アズロよリパ

　　キスタンヘ流出している難民の本国帰還を支援す

　　る医療プロジェクトの展開について国際機関と交

　　渉し準備をすすめている。

　　･北東部タカールで98年2月発生した大地震の調

　　査及び被災者救援活動を実施し、23日終了。

　　　　　　　　バングラデシュ

　　・1992年より各種活動を展開してきた。 97年は

　　　金曜日無料診療、サイクロン緊急救援を実施。

　　・マイクロクレジットプロジェクトを1997年よ

　　　り実施。

●・国際人道援助活動を裏方で支える現地派遣コー

　　　ディネーターを養成する国際ボランティア研修

　　　センターを設立中である。

　　・98年夏にスタディツアーを受入予定。

■■■■●●■■

　　　　　　　　ネパール

・ブータン難民及び地元民のための医療センター

　を1992年より継続運営しており、97年同セン

　ター内に医療助手養成校を開設した。

・1997年津山ロータリークラブの御寄付により、

　カトマンズ市内にAMDAクリニック開設｡現在

　各科専門診療、識字教育を行っている。

･1997年毎日新聞社に寄せられた読者からのご寄

　付等により、AMDAネパール子供病院をﾌﾞトワ

　ル市に建設中である。この敷地内にボランティ

　アセンター11月２日開所式予定。

・98年夏にスタディツアーを受入予定

ミャンマー

アフガニスタン

バングラデシュ

　　　　　　　ネパール

八肘D/1､/り£μ7M//99S.6　5
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ウガンダ

ザンビア

　ケニア
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■■■■■■

　　　　　　　　　　ジプチ

●アリサビエ難民キャンプ医療プロジェクト

　平成10年３月現在　ジプチ共和国アリサビエにはおよ

そ22000人の難民が３つのキャンプに分かれて生活して

いる。 AMDAは、ここで医師を派遣し、また現地のヘル

スワーカーを雇用し、難民への医療活動を実施する。

ジプチ市産婦人科病院技術協カプロジェクト

●AMDAはジプチにある、ダル　エル　ハナン産婦人科

病院において医療レベルの拡充と現地スタッフの教育を目

的とした医療事業を実施する。

　　　　　　　　　　ウガンダ

●ABC（AMDA Bank Complex）プロジェクト

　首都カンパラ近郊のムコノ県において､女性自立支援を　べ｀

目的にし、医療（衛生教育）、教育（職業訓練）、経済（小

規模貸付）の３分野を組み合わせたABC　プロジェクト

を実施する。

●AMDAウガンダこども病院建設プロジェクト

　98年２月、首都カンパラ近郊のムコノ県から、2､09 ha

の土地の提供をうけている｡ここで､エイズ患者と子供の

治療を中心にした病院の建築を着工する。

　　　　　　　　　　ザンビア

●1998年３月14日にAMDAザンビア支部を開所

●「フライマリーヘルスケア」プロジェクト

　（JICAと共同事業）

　首都ルサカ市に調査に入ってから３年目だが、本年度

は、調査より選定したコンパウンドにて「貧困と健康」

をテーマに「下痢と栄養失調」を対象としたプロジェク　
ｙ｀ヽ

トを推進してい＜。主に、昨年度に基礎調査を行った

　「マイクロクレジット（小規模融資）」の実施準備、そ

して、「薬剤生協」の基礎調査を実施する。

●「救急救命センター」プロジェクト

　同じ＜首都に位置する大学病院内に、ザンビア初の24

時間対応の救急救命センターを設置する。一般外来しか

受け付けていない現状では現地の需要はかなり高い。

　　　　　　　　　　ケニア

●ABC（AMDA Bank Complex）プロジェクト

　首都ナイロビ近郊スラムにおいて､女性自立支援を目的

にし、医療（衛生教育）、教育（職業訓練）、経済（小規模

貸付）の３分野を組み合わせたABC　プロジェクトを実

施する。
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■■■■■■■■

ルワンダ

●シェルタープロジェクト

　ルワンダ帰還民を対象に、首都キガリ近郊のトラン

ジット（ｲ反設）キャンプに、環境問題を考慮して、木材

ではな＜、圧縮した紙を柱にしたテントをUNHCRと協

力して建設する。難民テントの支柱に紙を使うのは、世

界初の試みである。

●ヘルスセンター再建プロジェクト

　ギタラマ県で、内戦で荒れ果てたヘルスセンターの両

建をおこなう。

●職業訓練所両建プロジェクト

　首都キガリ近郊の内戦で荒れ果てた職業訓練所を再整備する。

●病院再建プロジェクト

　内戦で荒れ果てたギタラマ県ギトウエ病院の再建を行う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルワンダ

●ABC（AMDA Bank Complex坏ロジェクト

　首都キガリ近郊で､女性自立支援を目的にし､医療（衛

生教育）、教育（職業訓練）、経済（小規模貸付）の３分

野を組み合わせたABCプロジェクトを実施する。

世界/こ広がる4MD4のネッ/ヽワーク 南米編

９

■■■■■●■

ボリビア

　ボリビアでは､事故などで外傷による死亡率の高さが

社会問題となっている。そこで､AMDAボリビアは現地

のＮＧＯと協力して、救急医療の出来る医者及び看護婦

の研修を実施してきた｡本年度は、このプロジェクトは

３年目を迎えるが、今後とも有資格医師の育成・輩出を

推進し、全国的に展開してい＜。

■■■■■■■

　　ペルー

　首都リマ周辺及び近郊都市において､疾患の多い子宮

癌、結核､呼吸気障害、その他伝染病の予防、早期発見、

治療のためにレントゲン車による巡回診療をAMDAペ

ルーが現地NGOと展開する。既に、レントゲン機材に

ついては日本国外務省の草の根無償資金より援助を受け

ている。

AMDAプロジェクト担当者
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ＡＭＤＡザンビア開所式にあたって

　　　　　　　　　　　　　　　　　応

　　　　　　　　　　ＡＭＤＡ代表　菅波　　茂

AMDAザンビア事務所開所式にあたっての菅波代表の挨拶（要旨：原文は英文）

　今日のＡＭＤＡザンビア事務所開所式にあたり、

AMDA JAPANを代表してご挨拶申し上げます。

　1lt界の人々の平和を脅かす要因には３つがありま

す。１つは戦争です、２つ目は災害です。　３つ目は

貧困です。

　　私の聞くところによるとザンビアには72の民族

の人達が仲良く平和に暮しているそうですから、こ

れは多様性の共存という意味で先進国です。

　ではＡＭＤＡの３つのコンセ

プトとは何でしょうか。

　１つは、すべての人達が誰

でも人道援助に参加したがっ

ているということです。ネパ

ールという国があります。小

さな国です。国の予算の80％

を外国の援助に頼っていま

す。　しかしこの国の人も人道

援助に参加しています。だれ

でもチャンスがあれば人助け

をしたいという気持ちを持っ

ているのです。

　２つ目は、こうした気持ちの前には宗教、人種の

違いなどはたいした問題ではないということです。

　３つ目は援助を受け入れる側にもプライドがある

ということです。 1991年にミャンマー難民で援助を

受け入れた事がありました。ヨーロッパのＮＧＯは

入国に際してバングラデッシュの空港で１週間留め

られました。　しかしＡＭＤＡはすぐ入って活動する事

が許されました。普通なら許可を得るのに３ヶ月要

するのです。それはＡＭＤＡのチームのリーダーが

バングラデッシュ人だったからです。　この事実は援

助を必要とする人にもプライドがある事を示してい

ます。顔をつぶされることを好む人はいません。こ

うした事実は私達に援助活動にはローカル・チャプ

ターがリーダーシップをとるべきである事を教えて

くれました。

8　AM£)Ajoミ､四9県６

　この３つのコンセプトをＡＭＤＡザンビアの活動に

実現していただきたいと思います。

そしてＡＭＤＡの活動のターゲットは３つあります。

１つは緊急人道援助。

２つは社会開発。

３つ目は教育プロジェクトです。

　また人間の関係には３つのタイプがあります。

１つ目はフレンドシップ。

　　　　　　　　　　２つ目はスボンサーシップ。

一へ

３つ目はパートナーシップで

す。

　スポンサーシップは一方通

行ですが、パートナーシップ

は相互の関係です。それは信

頼と尊敬です。時間と活動と

知恵を共有する事でこれは実

現されるものです。

　プロジェクトはこの信頼と

尊敬で維持されます。災害、

平和、貧困プロジェクトのリ

ーダーシップは地域の事情を　Ｊ

良く知っているローカルの人によって行われるべき

です。

　インターナショナル関係はローカル、バイラテラ

ル（２国間）、マルチラテラル（多国間）の関係か

らなっています。　これらを組み合わせることによっ

て有効な取り組みが可能になります。大切な基本

は、すべての人が人道援助に参加したがっている。

すべての人がプライドを持っていると言う事です。

　私達はアジアの知恵を持っています。今回ＡＭＤＡ

ザンビア事務所が誕生した事でアフリカの知恵を勉

強する事ができるようになりました。 ＡＭＤＡザンビ

アとともに相互理解、相互信頼で活動を進めていき

ましょう。ローカルリーダーシップを大切にして多

くの皆様とともにＡＭＤＡザンビアを発展させてい

きましょう。



AZROプロジェクト報告

AMDA医師　三宅　和久

　　　　1 : AZROプロジェクト概要

　　　　過去日本政府はアフガニスタン難民板前の為、国

　　　連に対して莫大な資金を投じて来た。しかし国連

　　　の計画通りには難民は帰還せず、日本が多大な援助

　　　をしているという事実も全く表に出て来ない。援助

　　　は全て国連やその金が流れる欧米のＮＧＯが行って

　　　いるというようにしか見えず、援助の努力に対する

　　　あまりの評価の低さ、国連による計画の効果の無さ

雫　に、日本としての国連に対する支援のし方に見直す

　　　動きが出てきた。つまり、国連に任せきりにせず、

　　　もっと積極的に介入して資金の使い方を指定し、う

　　　まく行きそうなら資金を出すが、やり方がおかしい

　　　時、効果が上がっていない時はそれ以上資金を放出

　　　するのを止め、資金を凍結するというようにしたの

　　　である。

　　　　アフガニスタン難民に対する支援の効果が上がら

　　　ない最大の原因は、国連の縦割り行政的な援助のや

　　　り方にあった。国連の各援助部門がそれぞれの仕事

　　　はしても、横の連絡はとらない為、学校なら学校計

　　　画だけ、病院はまた別の場所に病院だけ作るといっ

　　　た具合に、難民の帰還に必要なそれぞれの仕事に、

　　　全くまとまりがなかったのである。　したがって、資●　

金を出す日本が国連の各援助部門の上にコーディネ

　　　ーターを派遣し、包括的な効率の良い援助を行って

　　　いく事になったのである。

　　　　パキスタンの北西辺境州ペシャワールにはＡＺＲＯ

　　　出身の難民が8万人いるが、ＵＮＨＣＲが彼らにアンケ

　　　ート調査を行ったところ、病院、学校、仮性居、食

　　　料飲料水などが保証されるのなら帰りたいという結

　　　論を得た。この結果を元にＵＮＨＣＲはAZROに総合的

　　　な帰還の為の施設を作り難民の帰還を促すブロジェ

　　　クトを立てたが資金的に行き詰まった。その際、日

　　　本外務省に協力を要請し、外務省は、上記の改善し

　　　た方法を実施する事を条件に、ＵＮＨＣＲへの協力と

　　　資金援助を決めた。 AMDAは'97年よりアフガン西部

　　　のヘラートにてＷＨＯより委託される形で、女性に

　　　対するマイクロクレジットプロジェクトを行って来

た。また、･98年2月のロスタクにおける大地震の際

は、速やかにメンバーを送って治療に当たり、最も

？く現地で活動したＮＧＯのつとして内外で高い

評価を得た。

　AMDAはUNHCRに協力して、AZRO地区に作られ

た診療所と病院の運営、現地での治療を行う嘔を決

定し、現地へのメンバー派遣の準備に入った。現地

が交通困難な地域である為、４月‾ﾄﾞ句を目標に順次

メンバーを送っていく予定である。

2 :AZROの地理的概要

　AZROはアフガニスタンの東部・LOGAR州の北端

にあり、NANGへ至る道ARHAR州（JALALABADが

ある州）とのほぼ境界に位置している。

　主要幹線からAZROへ向かう経路は2つあり、一つ

目はJALALABADから南西へ向かい直接AZROへ至る

道、二つ目はＫＡＢＵＬから一巨南へ向かい、その後

車に迂回してAZROへ至る道である。

　一つ目の道はJALALABADから120kmで、道路状

態が良い時で、四輪駆前車で６時間から８時間かか

る。　しかし、道とは言ってもほとんど川の中を走っ

ている状態で、ＡＺＲＯの手前にも険しい峠が2つあ

る。雨が降ると川は増水して渡河困難となり（ただ

し、雨が止んだ次の目は、川の水量は元に戻る）、

峠道が泥でぬかるんでチェーンを巻いてもほとんど

走行不能となる。

　2つ目の道は、JALALABADから行った場合距離的

には長いが、１つ目の道より道路状態が良い為、

JALALABADからの所要時間は1つ目の道とほば同程

度である。どちらの道も冬は雪の為閉ざされ、ほぼ

通行不能となる。雪溶けは１つめの道の方が早い。

今年の2つめの道の通行可能時期は、４月初めくらい

だろうとのことであった。また、どちらの道もしっ

かりした四輪駆動車でのみ走行可能で、前輪駆前車

は全く役に立だない。

　ＡＺＲＯ地区は東西約40km、南北約20kmの広さ

で、大小37の村があり、その間はいくつもの山で隔

　　　　　　　　　　　　　ΛMDA､loumall998.6　9
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てられている。人目は900家族、約6300人くらいでは

ないかと推測される。

　添付に記したＡＺＲＯ地区のうち、中心はＡＫＢＡＲ

ＫＨＥＬで、ここにＵＮＨＣＲが今回住てた病院が1つ、

診療所が1つある。他にMOOSA KHAN、SANG-

BARAN valley、TANG valley、MANGAL valleyに診

療所が各１つずつある。これらの診療所のうち、

TANG valleyだけは徒歩用の道しかなく、車道から

歩いて4時間かかる。また、ＳＡＮＧ-ＢＡＲＡＮ周辺だけ

はまだ地雷が残っている。各地区は渓谷にある為、

中心地から各地区へは車で30分から□寺間かかる。

　AZRO地区全体で現在医者は地元の医者ただ1人で

あり、その個人診療所は中心のＡＫＢＡＲ ＫＨＥＬにあ

る。なお、ＡＺＲＯの北部が急な戦闘行為などで通れ

なくなった場合には、ＡＺＲＯの南にパキスタンの

PARACHINARへ通じる道があり、夏なら車で2時間

で、徒歩でも数時間で国境へ脱出できる。

3 :AZROの医療施設について

　５つの診療所については、各々5この部屋がある。

現在備っているのは建物のみで、電気はなく、発電

機が必要である｡水は、TANG valleyを除いては井戸

があり、その水を使うこととなる。 TANG valleyで

は、車道から徒歩かロバで水を運ぶしかないとのこ

とであった。（しかし、これは疑問!家がある以上、

水はあるはずである！）なお、SANG-BARAN valleyの

水は非常にきれいとのことであった。

　各診療所の医療用備品は現在のところ何もない。

今後揃えていかなければならない。

　各医院の必要職員は、各々医師1人、看護婦2人、

アシスト2人、他にガードなどである。

　AKBAR KHELの病院についても、現在のところ備

品や電気設備は無い。部屋数ははっきりしないが、

必要職員は医師３人、他看護婦、アシスト、検査技

師、ガード等　総勢40人をＨＣＲは見込んでいる。水

は少し北にある水源地から供給される。

４：ＡＺＲＯでの活動時期について

　アフガン内の他の山岳地帯でも同様だが、冬の間

は雪で道路が閉ざされ、その地域への出入りが困難

あるいは不可能となる為、AZRO在往者以外のAZRO

での胎動時期は、主として夏季の６ヵ月に眼られ

10　AMDA Jouma1 199＆6

る。これは5月から10川までである。

　冬期の６ヵ月のうち３ヵ月間は損害や雨による道

路状況の悪化の為、しばしば通行困難となる。残る

３ヵ月は積雪の為、車による通行は不可能となる。

　したがってＡＺＲＯでプロジェクトを行う場合、寝

の間は外国人メンバーとローカルスタッフで運営

し、冬はローカルスタッフのみの運営となる。また

夏の間に薬や必要物品を運んで冬の為に蓄えておか

ねばならない。

５：ＡＺＲＯにおけるＡＭＤＡの活動目標

　ＡＺＲＯプロジェクトは、あくまで難民帰還の促進

が目的である。　したがってＡＭＤＡがAZROにてプロ

ジェクトを行う場合、その順序としては以下のよう　｀

にすることになる。

　（1）まず中心となるAKBAR KHELの病院にメンバ

ーを送り、中核病院の立ち上げを行う。

　（2）立ち上げの時期はある程度の数の外国人医師

を数カ月単位で雇用して送り、病院をやっていける

なら、次に診療所にメンバーを送り、医療可能地域

を広げる。

　（3）同時に、ペシャワールにある難民キャンプの

中からＡＺＲＯ出身の医師、看護婦を雇用し、彼らと

彼らの家族を帰還難民としてＡＺＲＯへ送り、病院、

診療所のローカルスタッフとする。

　（4）10月をメドに、一員外国人スタッフはAZRO

から撤退する。冬の間は、夏に蓄えた薬を元にローベー

カルスタッフのみで運営する。

　（5）次の春2年目からは、外国人スタッフは減ら

す。コーディネーターを主とし、医師のメンバーも

直接診療はなるべくローカルスタッフに任せ、主に

メディカルコーディネーターとして働く。また、応

急的な医療スタッフを増やす為、実践的な医療教育

も行う。この間、ＡＭＤＡが撤退してもローカルスタ

ッフが収入を得て働いていけるよう、徐々に患者の

一部治療費負坦を開始し、完全独立採算制に移行す

るまでは地方行政や国連から給料のｰ部や薬が供給

されるよう交渉する。

　（6）3年をメドにＡＭＤＡの外国人メンバーは撤退

する。その時、残るローカルスタッフがＡＭＤＡアフ

ガニスタンとなり、ＡＺＲＯの医療に従事すると共

に、次のアフガン内でのプロジェクトを支える下地



になれるようにする。

　ただしこの際気をつけなければならない事は、

他国のＡＭＤＡのメンバーのように外国への研修や留

学を約束してはならない。彼らには故郷の立て直し

の為、地域に根を降ろしてがんばってもらわなけれ

ばならない。外国へ行かせると、彼らはＡＺＲＯへは

帰って来ず、今までの努力も投入した資金も全て無

駄になるであろう。彼らの技術向上の為には、日本

から医師の自己負担によるスタディツアーを送り、

技術教育、医療交流を図る方が良い。

６：ＡＺＲＯプロジェクトの為のＡＭＤＡの事務所に

　　ついて

●　パキスタンのペシャワール、アフガン内では

KABUL、AZROの3ケ所に事務所を置く。ペシャワー

ルを選ぶ理由はアフガンとの無線連絡に必要不可欠

な場所であり、アフガンヘの輸送の中心はペシャワ

ールとイスラマバードである事に因る。

７：地雷について

　ＡＺＲＯ地区のほとんどの地域は撤去されている

が、SANG-BARAN valleyにはまだ残っており、注意

を要す!!

８：アフガン内の通信について

　アフガニスタンでは電話線は破壊されたままであ

　　り、郵便システムも無い。また道路も極めて悪く、●

種々の危険も多いので、自分達自身で通信手段を確

保する事が必要不可欠であり、これをまっ先に行っ

た後、他の作業が初めて可能となる。

　通信手段は以下の3つが必要となる。特に(1)と(2)

は最初のメンバーに持たせて活動当初から備えてい

なければならない!!

　(1)無線:移動用の2台の車両に各1台、AZROの事務

所に1台、KABULに1台、ペシャワールに1台、最低5

台は必要である。 ＡＺＲＯの各診療所は離れているの

で、できればＡＭＤＡが入っている診療所にも置く方

が望ましい。診療所を３つ運営したとすると、計8

台必要となる。

　(2)衛星電話:AZROに1台、KABULに1台、少なく

とも計2台は必要である。現在ＨＥＲＡＴに1台あるの

で、これをＡＺＲＯプロジェクトに回すことはできる

毎　日　新　聞 １９９８年（平成１０年）４月１０日（金曜日）

国連のアフガン難民帰還プロジェクト

ＡＭＤＡ医師１人派遣

　　病院運営や巡回診療
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10日の出発を前に記者会見する柴田医師（右端）
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。

　
　
　
　
　
　
「
神
谷
素
生
」

が、その場合はHERATを閉めるのを急がねばならな

い!少なくとも1台は買う必要があり、HERATを閉め

るのが遅れる場合は、２台買って接って行く必要が

ある。

　なお、衛星電話にパソコンを接続してE-mailを送

るのが一番通信費を節約できる。 ＦＡＸも接続して使

用した方が良い。

　(3)国連、他のＮＧＯの通信機器を使う:これは(1)､(2)

が故障した時や、非常時の方法であり、当初からこ

れに頼ってはならない!普段から他組織と連絡網を作

っておく事は咀要だが、アフガンでは独白の通信機

器を備えておくことが、プロジェクトを行う際には

絶対条件である。

＜謝辞＞本アフガニスタンプロジェクトには、ＢＨＮ支援協議

会、NTrドコモ中国様より通信機器の提供を受けております。
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旧ザイール・キンシャサ近郊における医療事業報告
(1998年1月１日～1998年３月31日)

　　　　　　　◇

ＡＭＤＡ看護婦　　中原　美佳

　ＡＭＤＡは現地カウンターパートであるローカルＮ

ＧＯ：ＧＲＡＦＢＡＦと共同で医療プロジェクトを

実施した。活動拠点は、ＧＲＡＦＢＡＦが運営する

キンシャサ郊外のヘルスセンターであった。周辺住

民約２万人をカバーしており、他に医療施設はない

ことから、同ヘルスセンターで活動の必要性は非常

に高い。ここを基点としてＡＭＤＡはこのヘルスセン

ターを訪れる現地住民の診療活動、医薬品及び必要

医療機材の配給、設置、医療システムの構築等の事

業を実施した。

１）外来診療活動

　同ヘルスセンターを外来として訪れる患者の数

は、医療活動開始時点で非常に少なかった。これは

現ヘルスセンターの医療技術の不足と、患者受け入

れ体制の不備に起因するとみられる。同ヘルスセン

ターの現地医師と共同のもと診療活動を実施した。

　結果、徐々に外来患者数は増加している。

２）医薬品及び医療機材の設置

　医薬品の絶対的な不足も深刻な問題であったた

め、基本医薬の配給を行った。また、同ヘルスセン

ターには簡易外科のための部屋があるものの、機材

が不備であったために、簡易外科処置を施すことが

できなかった。このためＡＭＤＡは簡易外科セットを

設置し、現地医師の使用トレーニングを実施、外科

措置もとれるように整備している。

３）医療システムの構築

　現地では患者のカルテが保存してなかったり、診

療時間がまちまちであったりと、診療システムの不

備が多かったため、現地医師及び、現地ヘルスワー

カーの教育を実施し、システムの構築を図ってい

る。これにより再外来の患者等の前回の診療過程が

分かる等、診療の質の向上にも貢献している。

現在同ヘルスセンターを訪れる患者の数は増えてき

ている。また、現地住民からも継続的なＡＭＤＡの同

ヘルスセンターにおける活動が求められている。

キンシャサの周辺（旧ザイール・現コンゴ民主共和国）

＊政　府

　カピラ大統領になってから良くなりつつあるとい

うものの、何一つ変わっていない様子。お札も切手

も公的機関の印も書類もザイールのままである。

　新政権は何一つ決めておらず、憲法もない。 ＮＧＯ

にとっても影響があり、東部でＮＧＯが反政府活動を

しているとかで、非常に神経質になっている。登録

済みのＮＧＯも今一度調べ、厳しくするよう閣議で話

し合っている。というわけで政府はＮＧＯに好意的で

はない。私たちもこれに振り回され、指定された場

所に行っても誰もいなかったり、法外なお金を請求

されたりで、長い時間要した結果、膨大な書類を請

求された。
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しかしこの内乱で活躍した軍隊に給料をきちんと払

ってないらしく、不満が高まりつつある。公務員は

この物価高に低賃金で慟いている。（看護婦１０Ｓ／

月）そのため彼らのほとんどは賄賂を取って生計を

立てている。これから考えられるのは国民の不満が

徐々に高まり２～３年後にはまた内乱が起こるので

はと在キンシャサの外国人は噂している。

＊治　安

　今のところ落ち着いていると言えるが、大使館の

方から、一人歩き、夜間の外出は控えるように言わ

れている。確かに外国人の姿はあまり見かけない。

内乱中、国外に出て帰ってきてないらしい。以前は



道を歩けば兵士がお金を請求したり、時計などを取

ったりしたらしいが今兵士はちらほら見かけるもの

の、そのような事はしない様八

＊生　活

１）交通

　コンゴ人はローカルの流しのバス、相乗りタクシ

ーを使用している。目的地にたどり着くのに何度も

乗り換えなければならない。一台、0.4Sぐらい。　し

かし現地人でも乗りこなすのは難しい。もし個人で

タクシーを使用すれば100Sは軽くかかる。キンシャ

サでの移動は車は必需品である。キンシャサから他

争への移動も前大統領の政策から、道路がほとんどな

く、飛行機、船での移動となる。私たちはマンボ氏

　（ＡＭＤＡウガンダオフィス代表）の計らいで、ドラ

イバーとガソリンを含めて40S/日でレンタカーを借

りている。中古車は内乱時の盗難車の可能性があ

る。道路はかなり悪いが最近整備を始めた。しかし

大統領や官僚関係者が通ると道路は封鎖するためか

なり渋滞し、それが頻繁で、移動に時間がかかる。

２）郵便

　他の公的機関と比べてかなりよく機能していると

思われる。日本からの郵便も着いているし、ここか

らの発送も時間はかかるものの届いているようであ

る。私書箱も簡単に作ることができた。

　　　３）電信●　　

これも前大統領の政策で国際電話がローカルの電

話からできない。受信はできる。またローカルの電

話線もほとんどない。電話をかけたいとき、ＦＡＸを

送りたいときは、私営のTelcommunication centerに

かけに行く。これもどこにでもあるとは限らない。

ここでは衛星の線が便われている。そのため今、携

帯電話が大流行である。ホテルからの電話はローカ

ルのみかけられるが、国際電話は受信のみである。

ＦＡＸも受信だけでチャージを払わなければならな

い。電話線を引くのも郵便局が請け負っているがな

かなか腰を上げない様子。その上、賄賂を含めて請

求してくる。

４）ホテル

　私たちが滞在しているホテルが安いといわれてい

る。42～60S/日である。設備はそう悪くない。

５）食生活

　物価は非常に高い。日本以上である。ホテルでは

魚とライスとソースがついて、２０ Ｓ。 ローカルのレ

ストランでは、１食１０ Ｓから食べられる。中華、イ

ンド、イタリアン、フレンチ、アラブレストランな

どもある。　しかし、これも車無しではいけない。そ

のためスーパーマーケットでパンや缶詰、野菜など

を買ってホテルの部屋で食事となる。最近ではホテ

ルの近所に友人もでき、そこで家庭料理を安く分け

てもらっている。ホテルの長期滞在者はここをよく

利用している。菜食主義者のスルヤ医師（ＡＭＤＡネ

パール）にはことばの問題もありローカルの安いレ

ストランに行くのも難しい。　ミネラルウォーターが

１本２＄以上する。この暑い国でこの食費からアレ

ンジすれば水も制限しなければならない。

６）レジデンス

　ここでの賃貸住宅のシステムはだいたい７ヶ月の

前払い、時にはそのうえ保証金、住む家の修理代を

払う。家主との交渉で軽減できる可能性もある。マ

ンボ氏が見つけていた家は最初６００Ｓ／月の家賃

で10　ヶ月の前払いと言っていた。とても払えない

し、もし10ヶ月住まず引っ越したとしても次に住む

人を捜さない限り返ってこない。かなり大きな家で

家主とも連絡ができず、保留状態となった。マンシ

ョンなどもあったが、エレベーターが古く高層マン

ションであり、停電の多い国でもあり、かなり不便

となる。また壁などぶち抜いてあり、電線も引きち

ぎってあり、その修理も私たちが払わなければなら

なかった。家賃などの条件も悪かった。次に見だの

は部屋数、立地条件、家賃なども条件がよく、次の

週にも移動する予定だったが今住んでいる人が引っ

越しを拒否したようで家主もそれから連絡がとれな

い。その後もいろいろあったが、外人ということで

非常に大きな家だったり、家賃が高かったりで未だ

に見つからない。一度最初の家主が３ヶ月の前払い

で良いとおりてきたが、ここも今住んでいる住人が

引っ越しを拒否し、私たちに同居を求めてきた。こ

の様な調子であり契約はしていない。現在いろいろ

な人にあたっている。　しかし、ホテルに住んでいる

コンゴ人でさえもレジデンスを見つけられず、私た

ちよりも長期に滞在している人が多い。内乱時、備

　　　　　　　　　　　　　AMDA Jouma1 1998､6　13
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１

え付けの家具を持ち逃げされており、現在家具付き

の家は望めない。またつい最近まで車隊が民家を乗

っ収っており、出るときにエアコン等持ち去り、電

線、窓ガラス等壊している。

７）電気

　場所によって停電の程度が違うが、よくある。注

意したいのは停電後、回復したときに、時々電流が

流れるためにショートして電化製品が壊れてしまう

事があるらしい。時々停電をおこすくせに、一日中

街頭は付けっぱなしである。電気代はそう高くな

く、一般家庭で25S/月払っている様子。

８）国民の生活

　一部の人間は億万長者で、お城のような豪邸に住

み、高級スーパーマーケットで買い物をし、躯を何

台も持ち、携帯電話を片手にレストランに出かけ

る。一部の人間は非常に貧しい。パンとピーナッ

ツ、砂糖も買えず、ブラックコーヒーを飲む。民族

によって食習慣が違い、東の人間は３食食べ、西の

人間は朝、昼の２回ですます。昼食はだいたい２時

以降に食べる。　しかしGRAFBAFのローカルスタッフ

を見ていると昼食を取らず、ただピーナツ、炭酸飲

料、ビールですましている。

　また貧富の差が非常に激しい。失業率も高い。ス

トリートチルドレンも多い。物価は日本以上に高い

のに給料は低く、500 S賃っていれば高給取りである

貿易会社、セルラーホン等がそれぐらい貰っている

だろうとのこと。大学教授でも300～350 S ぐらいで

ある。そのためあらゆる仕事をかけもちしている。

ここでは電信センター、薬局とお墓が高級の商売と

なる。

９）医療

　医療機関がキンシャサで735軒以上あり、大規模の

いわゆる病院といえるところは10軒。カソリック、

プロテスタントの病院が多い。今何の連携も作って

おらず、どのようにするかこれからの課題らしい。

政府は何も考えずヘルスセンターを建て、低賃金だ

けを払い、後の管理はセンター任せである。多くあ

るセンター、そのため患者の確保の競争となり、

薬、医療設備の整った所の勝利となっている。私た

ちのようなＮＧＯが来れば医薬品、器具を得ようと必

死になる。スタッフは充分にいるのだ。だれもマン

14　/UWMルｒｕ四9卵｡6

パワーを希望しなかった。そして医者は非常にプラ

イドが高い。レボートを作ったことのないセンター

が多く、ほとんどがＮＧＯと称している。かといっ

て我々のような団体がレポートを望むことを知って

おり、レポートは完壁に作っているが、それが真実

か疑わしい事が多い。医療ほどこも有料制であり、

そのため貧しい国民にとっては通院するのは難し

い。かれらは町中にある多くの薬局から売薬を購入

する。薬剤師のいる薬局で買うならまだいいが、医

療者である私たちが目を疑ったのは薬の青空市場が

あることだ。炎天下のなかでただのおじさんやおば

さんが薬を叩き売りしている場所がある。そしてな

かにはキャッチセールスをしているものもいる。何

の知識もない人間がそれ以上に知識のない者に薬を

売っている。彼らは薬は別の病気を起こす場合や使

用方法を間違えれば危険なことを知らないのだ。コ

ンゴ人に間けばこれだけ病気が多いのだという。医

療が間違った方向にあることは占うまでもない。

10）医薬品、医療器材

　前述したように日本では想像できない医療業界で

値段も自由につけられる。そして器材が揃わない。

何軒の薬局を回ってもないものは、前払いして輸入

物資が届くのを待だなければならない。今どこもレ

ントゲンフィルムが無く、私たちも得るのに苫労し

ている。ヘルスセンターなどが買い占め、高値で横

流ししたりする。

１１）ＮＧＯ

　この国ではＮＧＯはひとつのビジネスとなってい

る。NGOと説明しても見当違いの質問をされたりす

る。この国にもかなりの数のＮＧＯがあるが、NGO

と言ってビジネスまがいの活動をしている。政府に

属していなければ皆ＮＧＯといえるのだ。

12）国民性

　今彼らは何か言えば、全て内乱の政府のせいにす

る。そしてこの新政権が何か変えてくれることを待

っている。国民でどうにかしようかということは目

にもしない。現政権は東部の人間たちであるため、

常に東部の人間は良いとされている。とにかく想像

を絶する程、仕事をゆっくりする。人なつこく、お

しゃべりで音楽好きで明るい人民である。



キンシャサ出張報告

在仏日本目大使館　　勝田　吉彰

　　　　ＡＭＤＡとローカルＮＧＯのGRAFBAFの協力で運営

　　　されている病院が、キンシャサ郊外、四輪駆動車で

　　　３０分のところにある。ここは内乱前、この国がザイ

　　　ールと称されていた頃に訪問して以来、万度目の訪

　　　問であるが、幸い破壊されることもなく、きれいに

　　　残っていた。かつてベルギーから資金援助をしてい

　　　た礼瓦家は姿を消してしまい運転資金のあてもなか

　　　ったところ、倉庫にはＡＭＤＡから供与の日本製医療

●　器材が見られ、一一息ついているといったところであ

る｡　　　　　　　　　アｊ１１………｡･．ｉ

　ＡＭＤＡで供与した訓　=j.･'=1………=':,'

練センターでは，｡,｡…………j……Jj.,1.ﾚﾑ･,ヽ｡｡｡_

ＡＭＤＡネパール医師に

よるレクチャーが行わ

れている。これは、看

護婦のリフレッシュが

対象であるが、医療職

以外からも参加希望者

が多く、教室が満席に

なってしまう大好評ぶ

―
・
一
一
四
－
－

　　りであった。 ＯＤＡで供与の教室内で、行わ

　　れるＡＭＤＡのレクチャーが大好評、まさに●

oDANGoプロジェクトの成功例を目の当た

　　りに見る思いだった。

　　　同じ建物に、administration部門があり、

　　事務部門が、かなり精密な出納帳をつけて

いた。もともとローカルＮＧＯではきちんと白土

した金銭管理などというのは大変なことであるが、

この光景はかなり特異といえる。マンボ氏による、

プロジェクト開始前の評価レポートでは「信頼性な

し」となっていたが、３ヶ月ちょっとでこの変化は

大したものである。

　どうやら、ＡＭＤＡ看護婦の中原さんが一から教え

たようである。（その忍耐力に感激Ｏ。

　一昨年、小生が当時の臨時代理大使から、ＡＭＤＡ

にメッセージを介させていただいた時、そのinten-

tionは、「当地で非常に活発に活動しているローカ

ルＮＧＯにGRAFBAFというのがあり、我が方からも

草の根無償供与している。ＡＭＤＡさんの方からノウ

ハウを伝えていただければ、ありかたいのだが…］

ということであった。したがって現在の状況。

　（中原さんの指導により）会計管理がなされるよう

になり、AMDAネパールのDrによりケアのレペルア

ップがなされているというのは、少なくとも最初の

intentionは充たし、このプロジェクトは成功をおさ

めているという事ができる。

　ただ、現地の^｡人の計画、

さらにレクチャーを地域の住

民まで広げ、村に入ってゆく

ということがなされれば、さ

らに飛躍的に大きな効果が期

待できるのは事実であり、そ

の基礎が出来_Lがっているの

yﾚ:’･だから、今すぐ終了、引き上

:j､゛lj=1･ずるのは「残念だ」というの

が実感である。現地

の要望もあり、でき

ればこのプロジェク

トの継続を検討して

いただきたい。

　最終日の夜、大使

館主催のディナーが

あり、わが方のほか、ＷＨＯのRegiona1 Diredor （二

ジェールの元厚生大臣）、ＡＭＤＡの二人が出席し

た。その席でも、ＡＭＤＡの活動への高い評価が話題

になったのは想像どおりであるが、驚いたのは、そ

のWHO Director （Dr.Abdou　MOUDI）と、ＡＭＤＡ

ネパールのＤｒ．ＳＵＲＩＹＡがソ連（当時）留学の同窓

で、しかも、お互いかなり密接な関係の共通の知人

がキンシャサにいる事実が判明したことである。現

地での強力な人脈ができればと期待しつつ帰任の途

についた。
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｜

ご岬や

ぐ7

　　　　　　　　　　　　　カンボジア活動報告

コンポンスプー県活動地区における医薬品管理トレーニングプログラム

AMDAカンボジア代表

　　　　　　　　翻訳

Dr.Sieng Rithy

　　荻野千明

　本年３月30目首部プノンペン市近郊コンポンスプー県においてＡＭＤＡカンボジア支部による研修プログラム

が実施された。このプログラムは保健所やコミュニティーレペルでの薬剤管理に焦点を充てたものであった。

　コンポンスプー県内の12ヵ所の保健所と１０ヵ所の地区からの３５名と、この地区の保健衛生の指導者である

エン・ソン医師や、仏白身がこの研修に出向いた。

　現在カンボジアで行われている保健制度改革では、保健所や地区レペルで働くヘルスワーカーのさらなる技

術の向しか求められている。特に医薬品管理は非常に重要で、この分野での質の向上を支援すべくこのプログ

ラムが計画された。

このプログラムは１目かけて行われた。　トレーニング終

了後、研修は好評であり有意義に行われ、将来的にも医薬.=で

品のより適切な管理にとって非常に有効であったとの評価

を得た。

　研修の最後にコンポンスプー県の関係者を代表してエ

ン・ソン医師が、この地域での保健制度の再建を支援して

いるＡＭＤＡカンボジア支部を高く評価するととも

に深い感謝の意を述べた。

　　　　ＴＲＡＩＮＩＮＧ ＰＲＯＧＲＡＮＩ ＯＮ ＤＲＵＧ Ｎ／ＩＡＮＡＧＥＮ／ＩＥＮＴ

ＫＡＭＰＯＮＧ ＳＰＥＵ ＯＰＥＲＡＴＩＯＮＡＬ ＤＩＳＴＲＩＣＴ ３０ ＭＡＲＣＨ １９９８

　　　　By Dr. Sieng Rithy

AMDA-Cambodia's Represenlative

On 30 th March 1998 AMDA-Cambodia has organized a training program to Kampong Speu operational District.

The topic of this training was focused on drug management in health center and in the commune level.

35 participants from 12 health centers and 10 communes in Kampong Speu operational District have attended this

tralnlng･

Dr. Eang Song, Director of Kampong Speu operational District; Dr. Sieng Rithy, AMDA-Cambodia's Representative

have also participated this training･

ln the new health system reform in Cambodia at present they need improve more and more the quality of health worker

who works at health center and commune level.

The management system on medicine is very important and participating also in this reform， so it obliges us to make

up this program for aiding them in better quality of working in this field.

The training was passed in one day fuII，after finishing the training we noted that it is very useful and will take a great

advantage for them for the better management of drug program in the future.

Finally， on behalf of Kampong Speu operationaI District，Dr･ Eang Song has given a very high consideration and

deepest thanks to AMDA-Cambodia for its effort to support to the rebuilding of health system in this province｡
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AMDA lnternet Stationの黎明と今後の展望

　　　　　　　◇

ＡＭＤＡ情報通信委員会委員長

　　姫路聖マリア病院外科

　　　　中野　知治

　AMDA lntemet Stationは、現在まで2年半の運用が

24時間間|祈無く行われている。

　今回の記念行事に寄せてAMDA lnternet Stationの

黎明と今後の展望についてまとめる。

　　1.AMDA lntemet Stationの黎明

芦　阪神大震災の時、情報発信、情報収集の手段とし

　　て、ＡＭＤＡは「パソコン通信」を利用していた。パ

　　ソコン通信で得られた情報は非常に活動に有効で

　　あった。そればかりでなくパソコン通信により

　　ＡＭＤＡメンバー以外の一般の会員への活動報告、ボ

　　ランティアの呼びかけは、今までＡＭＤＡが経験し得

　　なかったほどの大きな反響があった。

　　　それ以降ＡＭＤＡは、情報発信、情報獲得の手段と

　　　してコンピュータネットワークの重要性を自覚し、

　　　研究を重ねていった。

　　　lntemetは、そのころは、理系の大学の研究者の間

　　ではすでに良く知られた優れたコンピュータネット

　　ワークであったが、非常に閉鎖的な環境であったた

　　め、ＡＭＤＡのlnternet接続は、非常に困難をきわめ
●

だ。具体的には、

　　　（1）金銭上の原因-その当時、lnternetに接続するた

　　めには非常に高価なコンピュニタまた、通信設備が

　　必要であった。

　　　（2）技術的な困難-その当時、lnternet接続に対する

　　指導書は大変少なく、またそのどれもが、「コン

　　ピュータ技術者」向きに書かれているものであった

　　ため技術的に非常に困難であった。

　　　（3）社会的原因-その当時、lnternetは民間で使用す

　　るには非常に高価であり、現実的にはすべて文部省

　　管轄の組織と接続することになっていた。

　　文部省と深いつながりのないＡＭＤＡの様な機関に

　　は、接続の便宜はなかなか与えられなかった。

　　以上のような困難があったが、下記の理由でＡＭＤＡ

　　にはlntemetサーバは必要不可欠であるという結論に

達した。

　巾「世界中」がAMDAの活動範囲である。各地に

拡がるフィールドで、lnternetという普遍的な情報

ネットワークに常時接続しているということは、

ＡＭＤＡスタッフの安全かつ有効な活動に必要不可欠

である。

　（２）ＡＭＤＡの活動記録を世界中の誰もがどこでもい

ち早く同時に閲覧できるというのは、lnternetの大き

な利点であり、ＡＭＤＡの今後の活動ならびに支援し

て下さる方との一体感を深めるために有効である。

2.AMDA lntemet Stationの活躍

　サハリン大地震、またそれ以降の緊急救援活動で

は、情報収集、現地との連絡、活動報告のいずれの

時期をとっても、lntemetはＡＭＤＡの活動には欠かせ

ないものとなっている。またＡＭＤＡ学術委員会が作

成した「熱帯医学データベース」は、数少ない「日

本語で書かれた」熱帯医学に関するデータベースで

あり、医学者のみならず、臨床医家、また国際空港

などでも有効に活動されている。

　これらのメンテナンスは、岡山理科大学の方を中

心とした「情報ボランティア」で行われている。

3.AMDA lntemet Stationの今後

　現在のlnternetの盛況ぶりは、ＡＭＤＡがlnternet接

続を開始した時とは隔世の感がある。 lntemet上での

テレビ会議、ショッピング、お見合等々、すべから

く人間の行う諸々のことがすでに行われていたり、

実験が試されている。

　今後lnternetがどう発展していくかは、未知である

が重要性はどんどん増していくと考えられることは

論を持だない。 ＡＭＤＡでは、情報通信委員会を中心

に、学術委員会、広報部等と連携を取り、今後とも

ＮＧＯにおける情報通信の有効利用を更に研究し、深

化発展を行う所存である。
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4.謝辞

　後楽ライオンズクラブ河合道雄様、大谷健三様、

NEC岡山支店　沖津和宏様、NECソフトウェア岡山

岩谷きよみ様その他の方々の有形無形のご協力なし

ではAMDA lnternet Stationを開始することもできま

せんでした。lntemetというものがまだまだ世の中に

広く知られていなかった頃に、lntemetという情報発

信の手段の先見性を熟知され、ＡＭＤＡのサーバー機

導入にご尽力して下さったこれらの方々に深く感謝

いたします。
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ﾒx/wa4　インターネッかステーション

き　っ か　け

　　　　　　　　　　○

三洋コンピュータ（株）晴れの国ネット

　　　　　　　鹿嶋小緒里

　いろいろな物事にはきっかけというものがとても

重要であります。私個人においてもたくさんのきっ

かけを通して今の私の活動があり、自分白身があり

ます。私がまだＡＭＤＡをテレビでしか知らなかった

とき、ＡＭＤＡが主催するワークショップに参加させ

ていただいたことがあります。そこで聞いたお話が

私のボランティア活動に対する考えを大きく変え、

人生を深く考えるきっかけとなりました。

　　“「私になにができますか？」ではなく「私には

これができます」と言ってボランティアに参加して

ください”この言葉は、ワー

クショップでの中田武仁氏の

お言葉でした。この一言によ

り、初めてボランティアとい

うものを具体的に考えるよう

になりました。

　　“私にはこれができまず

と言うのは簡単そうに見えま

すが、とても難しいものであ

りました。現在の自分になに

ができるかなんて、世界はな

●　にを必要としているかを知ら

　　　ないとなかなかこの言葉は言

を知ってもらい、また共に考える目的で中継を行い

ました。この経験で多くの大会関係者の方のすばら

しい活動を実際に目にすることができ、またカンボ

ジアの現状というものもこの目で見ることができま

した。ポルポト政権下の虐殺は過去の事実として語

られがちですが、カンボジアではまだ過去の痛みで

はなく現在も続いている痛みであります。大量虐殺

の行われたツールスレン刑務所では多くの犠牲者の

写真に出会いました。その部屋は、声にならない言

葉で満ち溢れていました。外の明るさだけが妙にま

ぶしく、帰りのバスの中から見えるノーヘルでバイ

列こ乗っている現地の方の背

中がたくましく、ただ涙だけ

がとまりませんでした。

晴れの国ネットのスタッフと　中央筆者

い出せませんでした。そこで私は第２のきっかけ岡

山理科大学インターネットクラブが行うＡＭＤＡのホ

ームページ作成支援活動に出会いました。週に一度

ミーティングを本部の竹林さんと行い、各自宅で

WEBページを作成しています。ただ漠然とボランテ

ィアがしたいと思っていた中、自分の専門分野であ

るコンピュータを使ってボランティア活動ができる

という発見は大きいものでありました。この第２の

きっかけから、第３、第４と続いていき、果てには

カンボジアまで行けることになりました。

　カンボジアでは昨年12月に行われたアンコールワ

ット国際ハーフマラソンを衛星を使用したインター

ネットで静止画中継するお手伝いを行いました。地

雷被災者支援を大会目的とするこのマラソンをWEB

上で中継することにより、多くの方に地雷の悲惨さ

　今まで多くのきっかけが私

を変えてきました。そのきっ

かけは人であり、言葉であ

り、活動でありました。　１ヶ

月のヒット数が10万件を超え

るＡＭＤＡのホームページによ

り、多くの方にほんのささや

かでもボランティア活動を行

うきっかけ、また国際貢献に

ついて考えるきっかけとなれ

ればと思います。ある方が”知ることからすべてが

始まる”と教えてくださいました。まず知ることに

より、多くの選択肢が増え、おのずから自分の進む

べき道が見えてくると思います。私も今後も多くの

すばらしいきっかけに出会いたいです。

　この４月より、私が入社いたしました三洋コンピ

ュータ晴れの国ネットが新規インターネット会員の

皆様の登録費の一一一部をＡＭＤＡへ寄付させていただく

事になりました。まだまだ金額的には少ないのです

が、この小さなステップを大きなステップヘと成長

させようと社員一同がんばっております。これから

ますます、企業・ＮＧＯ団体・医療団体など様々な

各種団体が連帯してネットワークを作り、人のネッ

トワークもインターネットのように全世界へと広が

っていく事と思います。

　　　　　　　　　　　　　λ財政4ルgn//9卵｡6　19
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AMDA広報活動

41・゛

ＡＭＤＡプロジェクト広報活動報告

　ＡＭＤＡでは、できるだけ多くの皆さんに活動内容

を、また広義には、ＮＧＯの活動を理解して頃こう

と、ＡＭＤＡ主催以外の様々のイペントにも参加して

います。ボランティアの方々や、ＡＭＤＡ高校生会の

メンバーの協力も得て、パネル展、マスコミのイン

タビュー等で積極的に広報活動を行っています。

第１回　岡山県産業教育フェアー FUKUOKA　よかよか国際市民フェスティバル

『FUKUOKAcμj｀よか国際市民フェスティバル』に参加

♂
％
♂
♂
♂
％
ｊ
♂
♂
ｒ
ふ
♂
ｘ
忿
！
！

　　（財）福岡県国際交センターと（財）福岡国際交

流協会との共催で、平成９年１２月６日、７日に

　『FUKUOKAよかよか国際市民フェスティバル』が

開催された。より多くの人々に国際理解を深めても

らおうと、世界を歩き回った体験者による「楽しい

国際理解卜－ク『世界・何でも見てある記』］や

　「座談会『地球人のための座談会』』が行われると

同時に、国際交流・国際協力などを行っているＮＧＯ

や市民団体によるパネル展等が行われた。 ＡＭＤＡか

らも座談会にパネリストとして山本秀樹副代表が出

席し、パネル展のＡＭＤＡコーナーにはボランティア

の井口恵子さんが参加した。

20　AMnA､lnu.m�19り8.6

座談会『世界を語ろう！地球人のための座談会』の

一部を紹介します。

司会　国際化が達む今日、私たちはいろいろな考え

をもっか財界の人々と共にいきていかなければなり　で

ません。そのためにはどうすればよいのか。考えて

みたいと思います。

薮野（薮野祐三氏：コーディネーター　九州大学法

学部教授）　「国際交流」「国際協力」という言葉

がありますが、交流と協力では中身が全く違いま

す。　３年ほど前まで協力は外務省、交流は自治体と

決まっていましたが、現在は自治体も交流から協力

へというのが流れです。交流で親しくなったら、何

か協力したいと思うでしょう。この座談会で協力の

方向を見つけたいですね。

三木（三木達也氏：パネリスト　外務省大臣官房国

内広報課）　国際化が進むと、国レベルでは対応で

きない問題がたくさんでてきています。そこで地方

自治体、民間企業、個人が対外的に関心を持ち、そ

れぞれのレベルで国際化に貢献していただくことが



重要で、交流や協力の幅が広がることは、日本にと

って大変望ましい、外交的資産だと言えます。外務

省としても地方自治体や民間団体の国際交流、国際

協力を支援しています。現在のような経済状況の下

では、財政面では十分な支援はできませんが、ソフ

ト面の相談などでお役に立ちたいと思っています。

　世の中の動きをいかに自分たちの問題として取り

組むかが、大切です。国際交流において、異文化を

理解するためには、まず相手を知り、自分を知り、

自己表現しなければなりません。ぜひ国際交流に主

体的に係わってほしいと思います。

薮野　ＡＭＤＡでは医療を通して途上国で援助活動を

続けておられますが、援助には総合的なシステムが

　　必要だと思いますが。1

山本（山本秀樹氏：パネリストＡＭＤＡ副代表）

　ＡＭＤＡでは現地とのネットワークづくりに力を入

れています。現地の状況が分からないと、何をする

にも大変

です。困

ったとき

はお亙い

様、相互

扶助の精

神で現地

とのパー

トナーシ

　　ップを結び、それが円滑な救援活動につながってい

●圭市。

　　三木　日本の場合、組織化された市民運動がもっと

　　力を持つべきです。そうすれば､政府や自治体の動

　　きなどに関心を持ち、活動を通してより身近な問題

　　に貢献していけるようになる。市民がより豊かな、

　　夢ある２１世紀の社会をつくるため、自分たちの問

　　題として活動していく方向に向うでしょう。主体的

　　に活動してほしいと思います。

　　ユ　（ユ　ファ　ジュン氏：パネリスト　玄海人ク

　　ラブ、韓国文化交流センター代表）　地方の時代と

　　言われていますが、これからは地方が独自に国際交

　　流をやらなければいけません。　しかし、どこの役所

　　でも外国語を話せる人を専属にする予算はないは

　　ず。ノウハウをもつ団体と常に連携プレーをとるべ

　　きです。この条件整備ができるかできないか、それ

が地域発展の分かれ目だと思います。私はこれま

で、「民間だから行政には頼らない。何の援助も受

けずにやっていく」とつっぱっていました。でも１

年の活動を通してたくさんのことを学び、やはり協

力しなければ効率や効果が上がらないことが分かり

ました。財政面だけでなく、本当の意昧でのノウハ

ウを広めるためにも、今後は行政とＮＧＯの連携が

必要だと思います。

山本　国の権力だけで物事が解決できるかという

と、非常に難しい。例えば、国連安全保障理事会は

拒否権でもめていますし、地球温暖化防止会議では

国益同士のぶつかりあいで、まとまるのは難しいと

思われます。国の政策にとらわれない団体間で何か

できないか、特に人道援助団体が岡山県に集結でき

ないかと思って、NGOサミットを開催することにな

ったのです。環境、教育、保健医療など、毎年テー

マを決めて世界各地のＮＧＯと話し合います。NGOだ

けでなく、宗教団体も対象としています。本来宗教

は人類の幸福や魂の救済を行うものですが、イスラ

ム原理主義のテロなど今日ではさまざまな政治問題

にまで及んでいます。そこで、宗教団体にも参加を

呼びかけています。

　国内はジャナン（ＪＡＮＡＮ ：日本NGO ・NPO連絡

協議会）という団体があります。行政とＮＧＯの連

携に関する団体です。ただこれは難しい面があっ

て、会合を開くにしても自治体は公務として行うた

め平日を希望し、ボランティア団体は上目にしてほ

しいと言う。お互いにスタンスが違うため、このよ

うな食い違いは仕方ありませんが、今後、話し合い

で相互理解は可能だと思います。これからは、ＮＧＯ

同士プラス地方自治体で、地方発の国際貢献を目指

し、連携がすすんでいくのではないかと期待してい

ます。

薮野　私の好きなキャッチフレーズは「偏人主義を

やめよう」です。偏食すると病気になるのと同じよ

うに、偏った運動、偏った考えを特つと、全体が見

えなくなってしまう。これはボランティアやＮＧＯ

にもざえることです。ですから、バラエティーに富

んだ人と話し合うことが大切だと思います。

　私は一介の教師ですが、外務省、玄海人、お医者

さんと、偏人主義をやめる４人が集まったことに、

最大の意義を持ちたいと思います。

(ＦＵＫＵＯＫＡ　ＩＮＴＥＲＮＡＴＩＯＮＡＬ　ＥＸＣＨＡＧＥ　ＦＯＵＮＤＡＴＩＯＮＮ０．２より一部抜粋)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＡＭＤＡＪｏａｍａ目998.6　11
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　　　　　　　　　　　　　　AMDA高校生会

ネパール障害児学校・ウガンダ子ども病院建設支援キャンペーン

　ＡＭＤＡ高校生会は４月18、19日に、1998年岡山挑

太郎まつりにＡＭＤＡスタッフとともに参加して、高

校生会が支援しているネパール子ども病院付属障害

児学校建設プロジェクトの紹介パネル展と募金活動

を行った。岡山の皆さんにネパールの現状と障害児

学校の必要性を知ってもらおうと、高校生会メンバ

ーは学校帰りにＡＭＤＡ本部に集まり（火・金曜日に

集まっている）、何日も掛けてネパールの医師・二

ルマル氏よりアドバイスを受けながらパネルを作成

し、パネル展の準備を行った。

､＿Ｌｊ 　iね1診一　　　　摩斤　　　　．乃ぞ１

１９９８年(平成１０年)４月１６日

(j？チリ)

ニルマルさんから写真の説明を受ける高校生

ら＝ＡＭＤＡ本部

　
ウ
ガ
ン
ダ
ヘ
の
子
供
病
院
設

立
支
援
を
呼
び
掛
け
る
［
し
ろ

ち
か
コ
ン
サ
ー
ト
］
（
し
ろ
ち

か
利
用
促
進
協
議
会
主
催
）
が

五
日
、
表
町
の
城
下
地
下
広
場

・
し
ろ
ち
か
で
開
か
れ
、
買
い

物
客
ら
約
三
百
人
が
踊
り
、
歌

な
ど
を
楽
し
ん
だ
。

　
同
病
院
設
立
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

特
別
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
歌
舞
の

宴
Ｉ
と
題
し
て
、
市
内
の
会
社

員
ら
で
つ
く
る
ア
マ
チ
ュ
ア
劇

団
・
秘
宝
館
昇
天
堂
一
座
が
お

　また、５月５出ﾆはＡＭＤＡのアフリカプロジェク

トを支援したいという、岡山の舞踊劇団・秘宝館昇

天堂一座の申し出を受けて、高校生会もウガンダ子

ども病院住設プロジェクト（アフリカ中部のウガン

ダは、1982年以来、ＨＩＶの感染が拡大し、現在の

患者数は人多数にのばっている。特に感染児の死亡

率が非常に高くなっている。このためＡＭＤＡでは子

ども病院建設の計画をすすめ、1998年２月には首都

カンパラに隣接するムコノ県から、住設用地の寄贈

を受けている。病院では子どもを中心とした治療の

他、予防教育、さらにはこの病院で活動できる現地

の医師や看護婦（士）の養成も行う予定である）の

パネル展を行った。

　『チャリティーパフォーマンス　歌舞の宴　ウガ

ンダに子ども病院を日と題した昇天堂の公演で

は、踊りの中に募金箱などを持ち込んで、ウガンダ

支援を訴えたパフォーマンス（ウガンダでは、100円

で総合ビタミン剤が200錠、400円で注射器と針が３

セット、500円で抗生物質が350錠を買うことができ

るという、現地での100円パワーを表現した。）も盛

り込まれていた。フィナーレでは高校生会のメンバ

ーも踊りに加わって、踊りながらの募全活動を行っ

た。

ウガンダ子供病院

設立呼び掛け踊り
しろちかで市内アマ劇団
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ウガンダヘの子供病院設立支援を呼び掛けたしろ

ちかコンサート＝表町の城下地下広場・しろちか
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て
も
や
ん
な
ど
歌
に
合
わ
せ
て

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
踊
り
を
披
露
。

県
内
の
和
太
鼓
愛
好
家
ら
で
つ

く
る
グ
ル
ー
プ
・
ビ
ゼ
ン
鼓
空

に
よ
る
太
鼓
演
奏
な
ど
も
あ

り
、
観
客
か
ら
盛
ん
に
拍
手
が

起
こ
っ
て
い
だ
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会
場
の
一
角
に
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

１
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９９８年(平成10年)５月７日

　
（
ア
ジ
ア
医
師
連
絡
協
議
会
）

の
ウ
ガ
ン
ダ
で
の
医
療
、
教
育

の
支
援
活
動
な
ど
を
、
写
真
を

交
え
て
紹
介
し
た
パ
ネ
ル
約
二

十
枚
を
展
示
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
職
員
、

高
校
生
会
の
メ
ン
バ
ー
約
二
十

人
が
募
余
活
動
も
行
い
、
通
り

掛
か
っ
た
主
婦
ら
が
次
々
と
募

金
し
て
い
た
。
浄
財
は
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
を
通
じ
て
、
ウ
ガ
ン
ダ
子
供

病
院
設
立
の
た
め
に
使
わ
れ

る
。

　
会
場
を
訪
れ
て
い
た
公
務
員

後
藤
臣
一
さ
ん
（
四
・
）
＝
今
＝
は

　
「
踊
り
も
音
楽
も
ユ
ー
〒
ク
で

楽
し
め
た
。
ま
た
ウ
ガ
ン
ダ
の

医
療
器
具
な
ど
が
不
足
し
て
い

る
状
況
も
パ
ネ
ル
を
見
て
初
め

て
知
り
、
協
力
し
た
い
と
思
う
」

と
話
し
て
い
た
。

木曜日
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ＡＭＤＡの活動へのご寄付をお願いいたします

　本誌カラーページおよびＡＭＤＡプロジェクト特集のページで紹介しましたとおり、今年度もアジ

ア・アフリカ・南アメリカでさまざまなプロジェクﾄを展開していく予定ですっ

各々のプロジェクトのさらなる充実のために皆様からのご支援をお待ちしております。

AMDAは皆様からの善意を大きな田際協力の力として、世界の発展途1八田の人々にお届けします、

　皆様からのご寄付は、ＡＭＤＡの活動全般に対しての一般寄付と、各々の国、およびプロジェクト

に対しての○○○指定寄付（例：ネパール子ども病院建設プロジェクト指定）としてお受けしてお

ります。･般寄付か、○ＯＯ指定寄付を明記のうえ、本誌綴じ込みの郵便振替用紙をご利用ドさ

い、

どうぞよろしくお願いいたします。

ハＭＤ自今いノズ昭打

■AMDAテレフォンカード（50度数）１枚　1,000円

　　　送料　２枚まで80円　３枚から無料

■AMDA　Tシャツ　Lサイズのみ　　　１枚　1,900円

　　　送料　１枚300円　２枚400円　３枚以上無料

■「自立支援プロジェクト」支援グッズ

　カレンダー　　　　　　　　　　　　　１枚　　800円

　レターセット　封筒　　　１セット10枚　　200円

　　　　　　　　　便謐　　　１セット15枚　　300円

　THE ZODIAC　お香　　　　１セット　　　　　400円

　,,……i;i=1?｡yﾚ　　　　……………｡｡｡｡Si,

≦12･I‘'鰹圓闇闇闇闇i………i;;　＝:
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＊『ＡＭＤＡの白迄支援プロジェクト』支援のためのカレンダー、レターセット、星座別お香も販売

を始めましたいずれもネパールで作成されたものです。

　AMDAグッズご購人の際にも、ll記郵便振替用紙をご利用ドさい（目的要明記）。
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AMDAとの出会い

　92年12月国連多国籍軍のソマリ

ア上陸のニュースが毎日マスコミ

を賑わしていた時、飢餓に苦しむ

難民の姿も同時に報道されていた

時、なぜか無性にアフリカに行っ

てみたくなった。それまで国際協

力活動やNGOとは縁のない世界に

いた普通の整形外科医であった

が、93年１月偶然職場の同僚宛に

ＡＭＤＡの副代表たった国井修氏か

らソマリア救援活動に派遣する医

療スタッフ募集の予紙が届き、さ

っそく連絡をしてソマリア行きを

決め、同時にＡＭＤＡの会員となっ

た。私とＡＭＤＡとの出会いはこの

ように突然と、そしてＡＭＤＡとい

う組織のことも何も知らないまま

に始まった。ｲく謹慎ではあるが要

するに自分をアフリカに派遣して

くれる団体であればどこでも良か

った。

ソマリア

　ＡＭＤＡはソマリア北部の街ハル

ゲイサで２００床の病院再建活動を

行っており、２週間という短期派

遣の私の任務は、その病院の手術

室の設備や機械類の調査を行い、

何を支援すれば眼られた予算の中

でいかに有効に手術室が稼働する

かを本部に報告することであっ

た。一日中手術室にこもって手術

器具の写真をすべて握りそれぞれ

の器具が使用可能な状態にあるか

どうかをメモしていった。銃で撃

たれたり、地雷で足をとばされて

入院している患者が多く外科と整

形外科の入院患者のうち銃が原因

のものが40％、地雷によるものが

４％だった。私の海外活動はその

後も年休を利用した短期のものば

かりであり、短期なりの仕事を与　･･-

えていただいた本部や、わがまま

を聞いてくださり留守の間自分の

仕事を補佐してくださった愛知国

際病院のスタッフに感謝します。

ソマリアは現在も内戦が治まらず

無政府状態のままであることがと

ても残念である。ちなみに私のパ

スポートにはソマリアではなく、

未だ存在しない北部の独立を押し

進めているソマリランドの出入国

スタンプが押してある。

ルワンダ

　94年９月突然本部からルワンダ

行きの打診があった。現地では

ＡＭＤＡのメンバー内の軋樫や、他

団体との摩擦もあり、何とかする

ようにと指示を受けていた。メン

バーのチームワークを整えること

と、ルワンダ政府や他の団体の信

頼を取り戻すことだけで、１回目

の派遣期間が終わった。　１ヵ月後

２回目の派遣期間中にルトンドヘ

ルスセンターでの活動を開始する

事ができ、その後日本から執行部

として後方支援をすることになっ

一
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た、このプロジェクトではい

ろいろな方にお世話になった

が特にザイールの森でゴリラ

の生態調査をされていた京都

大学霊長類研究所の山極氏に

は家や車を貸していただい

た。またアラコ株式会社とト

ョタ自動車株式会社からラン

ドクルーザーを寄付していた

だいた。改めて感謝いたしま

す。

アンコフ

　　　95年11月アンゴラの反政府ゲ

　　リラの支配地域で援助団体とし

　　て初めてＡＭＤＡが活動を開始し

　　た。サンザポンボという地方の

　　診療所での活動だったが、物資

　　や食料を調達できるのは600 k m

　　離れた首部ルアンダしかなかっ

　　たため、首都にいるダイレクタ

　　ーが週一回６人分の食料・飲料

　　水・医療資材を運ばなければな

　　らず活動は困難をきわめた。診
●

療活動を継続しつつ病院再建を

　　行い１年後に再建は完了し現在

　　まで活動を続けている。私はご

　　９５年12月活動のたち上げの時期

　　にサンザポンボに入った。電

　　気・水道はなく炊事・トイレに

　　使う水は雨水を使っていた。苫

　　しい環境での活動だったが、宿

　　舎が小高い丘の上にあり仕事が

　　終わった後テラスでビールを片

　　手にメンバーと語り合いながら

　　眺めた地平線に沈む夕陽の美し

　　さが忘れられない思い出であ

　　る。

1994年　ソマリアハルゲイサにて　ダイレクター　ラザックとＵＮＨＣＲ関係者と共に

東　京

　96年９月東京に移り住み勤務の

都合上海外活動ができなくなり、

東京オフィスで毎月国際医療協力

研究会を担当することになった。

　ＡＭＤＡのプロジェクトや他の

ＮＧＯ、国連機関の担当者に講師を

務めて貰い17回行った。アフリカ

の活動報告が７講演、アジアが７

回、ロシア・|日ユーゴスラビア各

１回、国連ボランティア計画の講

演が１回である。内容は主に開発

型のプロジェクトを選び、住民の

健康問題の根底にある「貧困」に

ついてどう対応するかを研究会の

テーマとした。

　私はこれまで紛争直後の緊急救

援活動に参加しており、経験の無

かった開発協力活動の方法や問題

点を知ることができ非常に勉強に

なった。

ホームレス

　ソマリアの難民救援活動から帰

国後愛知国際病院のスタッフに誘

われて名古屋市の「寄せ場」であ

る笹島に集まる野宿労働者の医療

相談を９４年から始めた。東京に

移ってからも新宿で同じ活動を続

けている。初めて彼らに接したと

き日本国内にも難民と同じ、否よ

り悲惨な生活を強いられている人

々がいることを知りショックを受

けた。あえて誤解を恐れずに言え

ば私にとっては日本国内における

難民支援活動である。難民は国連

や援助団体から様々な援助を受け

られるが、ホームレスはほとんど

公的な支援を受けられないという

点では難民より悲惨である。

これから

　NGO活動・ＡＭＤＡ以外のボラン

ティア活動を初めてまだ５年しか

経っていないが、この活動を始め

て、それまで漠然と不安に感じ迷

い悩んでいた自分の人生の方向付

けができた感じがする。これから

も何らかの形で国内・国外を問わ

ず社会的弱者といわれる人々に対

する活動を続けるつもりである。

いろいろお世話になりました。

５年間ありがとうございました。
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　　　　　ダイジェスト

国民参加型ＯＤＡ

　外務省のＯＤＡの事業におい

て、特にＮＧＯとの関係を非常に

重視してきております。そもそ

もＯＤＡというと、よく、無駄が

あるとか、上手くいっていない

というマイナスイメージが先行

する傾向がありますが、ＯＤＡ事

業の内の大半は上手くいってい

るのです。対外的にll手くいか

ないケースがややもするとマス

コミにとりあげられ、大きく報

道されＯＤＡ全体像がILしく評価

されていない傾向にあります。

例えばＯＤＡというのは行政政策

分野の中で非常に先進的な分野

であるということも必ずしも知

られていないのではないかと思

います。具体的には情報公開と

か事前調査、あるいは事後的な

評価の徹底といった面で様々な

努力を行っておりますが、この

ようなＯＤＡの経験は、今後、日

本の国内行政の他の分野でも役

に々lつものと考えております。

そういった一つの典型例がＮＧＯ

との関係です。 ＮＧＯとの交流は

1989年以来、NGO事業補助金と

いう制度を設けて、ＮＧＯの活力

といったものを活用してきてお

ります。また、ここ２年ぐらい

は外務省とＮＧＯの代表の方々と

の定期的な連絡会というのを関

国際協カネットワークセミナー広鳥（ＪＡＮＡＮ設立記念

フォーラム）にコメンテーターとして参加された　外

務省経済協力局政策課長　目賀田周―郎氏のお話をダ

イジェストで紹介いたします。

外務省経済協力局政策課長

　　　　目賀田周一郎

いております。

　現在NGOと連携した事業として

３つの形態があります。

　１つはＮＧＯ事業補助金制度で

す。これは目本のNGOが国際協力

を行う場合、その事業費の一部を

支援するものです。 ９６年度の実績

では８億円です。

　２つめは草の根無償援助という

のがあります。これは途上国で活

動しているNGOに日本大使館を通

じて、そのプロジェクトの費用を

提供するものです。途上国で活動

基盤を持つＮＧＯであれば外国の

ＮＧＯでも、また日本のＮＧＯでも

対象となります。

　３つめは技術協力です。技術協

力を行っているJICA（国際協力事

業団）では、技術協力を行う場合

の人材、あるいはノウハウをNGO

から提供して頃くという協力関係

が既に存在しております。

　今後のＯＤＡのあり方の中で、我

々はさらにNGOとの協力関係を深

め、またＮＧＯにもっと活躍してい

ただき、21世紀に向けてODAを改

革しなければならないと考えてい

ます。内外の状況の変化が今改め

てＯＤＡの意義やあり方の見直しを

求めています。まず国内的には財

政構造改革に協力をしなければい

けません。 ＯＤＡ予算も一般会計予

算で10年度マイナス10％というこ

とになってしまっております。そ

して次の年度もさらに引き下げが

決まっているわけです。他方で、

海外では目本の援助に対する途上　｀

国の期待やニーズというものは、

むしろ逆に高まる傾向にあるので

す。そしてODA事業のあり方も国

際的な環境とともに非常に変化し

てきています。政治的にも冷戦終

了後、旧ソ連諸国など市場経済化

を目指す新たな援助受取国が出現

しました。またカンボジア問題な

ど冷戦を背景とした国際紛争の多

くは終了しましたが、他方地域的

な民族紛争などが顕在化する傾向

にあり、このため復興援助や人道

援助のニーズが増大しました。ま　戸

だ、もう一つはボーダレス化、あ

るいはグローバリゼイション、経

済活動が自由化の流れの中で、逆

に貧困、富の遍在というか所得の

格差は国際的にもあるいは個々の

途上国の中においても広がる傾向

にあります。更に地球的な規模の

問題、環境問題も存在してきてい

ます。地球温暖化とか、酸性雨、

あるいは廃棄物処理、海洋汚染な

ど自然保護の問題、あるいはエイ

ズ問題なども含まれます。予算を

削った一方でニーズは増える一方

という現状なのです。眼られた財
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　　源でどうすれば良い援助ができる

　　のか、これがＯＤＡ改革の背景にあ

　　るわけです。

　　　我々、NGOに期待するところは

　　　２つの面がありまして、いずれも

　　　広い意味での国民参加の観点から

　　　重要だと考えています。

　　　　１つはやはり国民の税金を主と

　　　して財源に使うこのODA事業は、

　　　国民の皆さんに理解して頂き、支

　　　持して頂く必要があります。その

　　　ためには、能力と意欲のある方に

　　　はどんどん参加できる聞かれた

　　　ＯＤＡである必要があります。途Ｌ
●　国の必要としているニーズ、技術

　　とかノウハウなどに関しては、日

　　木国民、皆さんのなかに適任者が

　　たくさんいらっしやる場合がある

　　し、適正な技術もありますので、

　　どんどん提供して頂きたいと思い

　　ます。国民の支持、参加を得るこ

　　とがODAの質を高めることにも繋

　　がるのです。こう言った意味でも

　　NGOは途上国のニーズに木目細か

　　く対応できる人材の宝庫であると

　　いえるのではないかと思います。

　　　　２つ目は政府ベースの国際協力

●　事業団（JlcA）を通じた協カとの

　　連携です。つまり相手国の開発計

　　画全体から始めて、だんだん絞り

　　込んでいくという、非常に計画的

　　に進めていく政府ペースの協力の

　　やり方と、NGOやあるいは地方自

　　治体の協力など草の根レベルで進

　　めていく持続性のある活動が組み

によってはNGOや地方公共団体、

あるいは大学などの提案したプロ

ジェクトについても適当な団体に

その実施を一括して委託する方式

です。政府としてはそれを側面支

援あるいはモニターする、そうい

うことができればJICA事業もいろ

いろな面で効率化できるのではな

いかと考えます。

　いわゆる開発援助、途卜国の開

発理念というのも、この20年前と

比べますと、大きく変わっており

ます。当時日本の援助の量は今の

10分の１でしたが、当時はやはり

成長率重視ということで、いろん

な開発成果というものもどの位の

成長率を達成したかというような

ところで評価されていました。今

はその開発に住民が参加している

かどうか、女性の地位が考慮され

ているか、民主化に寄与している

か、あるいは環境を破壊していな

いかと、いろんな面で合格しない

と成功した開発とは見られませ

ん。人間中心の開発といった考え

方が、今や開発の中心的な概念に

なりつつあるなど、ＯＤＡのあり方

事態も大幅な変革を遂げている

中で、ＮＧＯの役割がますます必

要とされてきているわけです。

日本のNGOもそのおかれている

状況は様々でしょうが、このよ

うな期待に応えて体制の強化や

活動基盤の拡充に努力されるこ

とを希望します。

　最後に、私が一番好きな表現

に「ＯＤＡは国際社会で、日本と

いう国と国民を映し出す鏡であ

る」というのがあります。 ＯＤＡ

を巡って論ぜられているいろん

な問題というのは、まさに今の

日本の現状を映し出している面

があるのではないでしょうか。

あるいは日本という国が国際社

会でどの様に見られているか、

どの様な地位を占めているか、

こういったこともＯＤＡを通じて

非常によく分かるのです。この

途上国支援の分野にＮＧＯがより

積極的に乗り出されるというこ

とも、まさに日本の国内での社

会のあり方を映し出している一

つの現象ではないか考えている

次第です。
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国際理解教育をすすめる

集会活動と支援活動

アースディ集会

　４月22（佞）アースディに合わせ

て、毎年地球環境を守るための集

会活動をしている。本年度は「開

成小から発信。 T･をつなごう、こ

の大切な地球を未来に残すため

に」をテーマにした。

　ネパール（マルシン・カルキさ

んとニルマル・リーマルさん）、

バングラデシュ（アティク・ラマ

さん）、オーストラリア（アンド

リュー・チャップマンさんとマー

ク・ジョンズさん）、カナダ（レ

ペッカ・モリスさん）、アメリカ

　（ディレックポール・ウイグ｀レイ

さん）の方々を招待して、本校の

児童会の代表たちによって、環境

についてのパネルディスカッショ

ンをした。

アースデイ集会

　どの国においても環境問題は深

刻な状態であるが、国の政策によ

り国民の意識にかなりの達いがあ

ることに気づいた。

　ネパールやバングラデシュで

は、水と空気に関心が深く、オー

ストラリア・ニュージーランドは

ごみ問題を深刻に考えている。カ

ナダの方は森林の伐採について大

変な心配をしている。これから先

も増加するであろう紙資源の欠乏

にどのように対応したらよいか、

小学生の考えもまじえて活発な意

見を交換した。

海水の汚染と砂漠化についても、

深刻な話題が続いた。酸性雨・地

球の温暖化等どこの国も現在の環

境を守ろうとする意識の高いこと

がよく分かった。

　「地球を守るお手伝い、小さな

私もできるはず」会場に楊げてい　４

る児童の標語も大きな意味を持っ

て迫ってきた。

　この集会から「山に水を植えよ

う」の活動につながり、例年実施

している「県モデル林に植樹をす

る活動」が展開されている。

開成ふれあいフェスタ

　平成9年12月5日開成小学校の児

童祭である。日頃から考えていた

出し物を準備して、地域の方々や

外国の人々に参加していただき、
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　　共に楽しむ集会である。

　　　本校の５年生は学校圈で田植え

　　から稲刈りまでの一連の体験活動

　　をして収穫したもち米を餅につき

　　あげる。地域のお年寄り、スポー

　　ツ少年団の指導者、体育協議会の

　　方々の応援を得て、約２俵の米を

●餅にしか。

　　　参加された方々はニュージーラ

　　ンド（ケビン・ハトフィールドさ

　　ん）、ＵＳＡ（デビット・リーチさ

　　んとシャノン・ディズニーさ

　　ん）、カナダ（フィリップ・コデ

　　ィエーさん）、ネパール（ニルマ

　　ル・リーマルさんとマルシン・カ

　　ルキさん）

　　　つきあげた餅はみんなで食べた

　　り、持ち帰ったりした。その他老

　　人ホームに贈ったり、地域の敬老

　　会を通してご老人に「優しい気

　　餅」とネーミングしてお渡しし●　

た。これは好評で、お年寄りの方

　　から感謝のお手紙を多くいただい

　　ている。

　　　また、外国の方々から珍しいお

環境標語

餅の食べ方を聞くことが

できたのも収穫である。

ネパール支援バザー

　平成8年度と平成9年度

に２回だけであるが、ネ

パール支援バザーをして

いる。

　ネパールの風景写真や

生活のパネルを掲示し

て、簡単な日用品を販売する。こ

れは児童の募金活動とあいまって

好成果をあげている。

　このバザーをすることにより、

児童だけでなく保護者の意識も高

まり、国際貢献としては頼もしい

活動となっている。

イラン支援活動

　ルワンダ難民の話を三宅医師か

ら聞いたりイランの震災の状況を

聞き、児童の支援活動の意識が高

まった。

　本校児童は平成6年1月17日の阪

神大賞災の時、いち早く募金活動

を始めて感謝状をいただいてお

り、支援活動には経験もある。

　この経験を生かして「ジュース

を一本倹約しよう」の合い占葉で

募金を始めた。

　平成9年4月　ＡＭＤＡを通して義

援金をお渡しできたことは児童に

とっては大きな喜びとなった。

本校の国際交流と国際貢献活動は

姉妹校縁組みをしたネパールを端

緒に児童の意識は次第に向上して

いる。

おみやげ･喫茶･お食事

岡山駅名店街
ε'一季ﾌﾟ5｀¥‘“

岡山駅2F新幹線改札口前
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国際協力

地域

謬づぐ4ﾉばλづぐもﾉから

　アジアの田々との田原協力を目

的に、特にアジアでは最貧国とい

われるラオスでの小学校住設を支

援しようとして設立された高知ラ

オス二万高知県出身の和田駐ラオ

ス大使や、JICAの元専門家グルー

プの呼びかけのもと、学校や地域

の人々のl烏力を得て、高知ラオス

会の活動を大きく広げていかれま

した。

　JICAとの連携は、現地の情報が

収集しやすく、また連絡等もとり

やすく、小学校住設のプロジェク

トを進めていくうえで効緊的だっ

たそうです。

　高知ラオス公発足ら年目にし

て、４つの学校が完成し、支援を

してきた協力校の生徒や教師、

ＰＴＡ等が友好訪問団としてラオス

を訪問レ完成した学校を訪れた

り、現地の人々との交流を深めた

り、ラオスの生活習慣等を視察す

ることで今後の活動への布石とさ

れました。

　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊

　　　　　　　学校が出来るまで

(高知ラオス会友好の小学校ワークキャンプ報告書より)

高矢口ラオス会事務局長　　倉橋　静雄

　７人のグループ

がラオスの首都ビ

エンチャンを訪問

したのは1994年５

月９日連休の後半

のことでした。ラ

オスが西側に門戸

を解放し外国人の

国内旅行も自由に

なりましたが国内の情報が全然聞

こえてこないので興味深い訪問で

した。今後の交流資料収集が目的

で、これと決まったターゲットは

ありませんでした。浜田さん（現

ラオス会会長）の友人である和田

駐ラオス大使の歓迎の連絡を頂い

㎜

ていたので未知の国へきた緊張感

はありませんでした。　３目間の滞　1「

在で青年協力隊の活躍や日本の援

助で出来た施設を視察し資料を収

集しました。ビエンチャンを去る

最後の夕食会の席でお世話になっ

たお礼に高知から中古の救急車を

贈る話がまとまりましたが、後

日、大使からの連絡で日本製の右

ハンドルの帽よ使用出来ない、雨

季には四輪駆動でなければならな

い、それにタイ国よりすでに新参

の救急車が贈られていて日本のＮ

ＧＯにしては格好がつかないなど

いろいろの情報が寄せられ、危う

く恥をかくところでした。援助の

高
知
ラ
オ
ス
会
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内宮には「分な時間をかけて調査

をしなければならないことを学び

ました。

　期待される援助は数多く有るの

でラオス高知県友好の

会でも作って、何か援

助をして頃ければとた

●　くさんの援助の例や現

地行政機関の要望資料

をいただきました。中

でも国造りの基礎であ

る人造り。小学校教育

　　についてＮＧＯの協力　‥ﾀﾞ:尚……’jﾀﾞ:

　　をお願いしたいと強調されていま

　　した。ユニセフの資料では「1200

　　ドルで学校が出来ますよ」と、狐

　　に編されたような感じでしたが、

　　国連の機関であるので信用して、

　　これなら私たちでも支援できると

　　帰国後70目目に現在の高知ラオス

　　会は発足しました。●　　

８月１日に発足し高知新聞に浜

　　田会長の談話を掲載して頂き広報

　　活動を始めました。この時期、県

　　内の学校は秋の文化祭行事の計画

･ ● ･ 幽 ･ ■ ■ ■

段階であった事も脂いして、追ﾐF

前・横浜新町の各小学校、須崎中

学校、高知商業高校で取り.Lげて

頃き（10月２目）’94こうち国際交

流フェアで広報活動を実施しまし

た結果、学校建設の支援運動は県

内に浸透しました。しかし1995年

１月の阪神淡路大震災が発生し国

内こぞって被災者の支援救済運動

が行われ、その中では私たちの運

動は継続出来ませんでした。

　２月に入り高知県国際交流協会

から学校建設と同時に子ども達の

国際交流活動をも実施し交流事業

に対する理解を深めようとする企

画が提案されて、３月20目現地調

査のため浜田会長と二人でビエン

チャンにはいりました。上目の休

日を利用して大使夫人に案内して

頂いた国道13号線沿いを調査して

選んだのがバンキー小学校とポン

グン小学校でした。こうして両事

業を開始し、同時に満たされたこ

とは皆さんのご支援の賜物だと感

謝すると同時に厚く御礼申しＬげ

ます。

　　　　　＊　　＊　　＊

　このような段階を経て始まった

高知ラオス会の活動は支援の輪を

どんどん広げながら現在に至って

います。次号ではこの高知ラオス

会を支援している学校のユニーク

な支援の様子をご紹介します。

未来を考える

システムの包装商社 パステム
〒791-8016松山市久万の台689 TEL 089-925-7811

パステム
〒702-8048　岡山市福吉町18-7 TEL 086-263-5516

ルWM.仙｡･ｕ四り吠６　３１
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中
国
放
送
福
山
放
送
局
「
い
い
朝
」
ス
タ
ッ
フ

企業

リスナーとスタッフの想いをアジアヘ

　ＲＣＣ（中国放送）福山放送局

の看板番組「いい朝円のスタッ

フの皆さんがＡＭＤＡ高校生会の活

動を支援して下さっています。

そこで、ＲＣＣ福山放送局ディレ

クターの林晶子さんにお話を伺っ

てきました。

ＱＩ．まず、支援の内容をお話し

して下さい。

ＡＩ．「いい朝！」スタッフ全員

によるチャリティーオークション

で集まった募金をアジアの恵まれ

ない人々に役立てて貰おうという

ことでＡＭＤＡに届けました。

　昨年は地震で崩壊した中国雲南

省の小学校再建に役立てて頂きま

した。今年も引き続きＡＭＤＡ高校

生会の活動に役立ててもらうこと

になりました。

Ｑ２．チャリティーオーク

ションの内容を具体的に教

えて下さい。

AMDA事務局にて

Ａ２．１９名のスタッフ全員

がそれぞれ作ったモノや企

画をラジオで告知し、一番

高値を付けて下さったリス

ナーに落札して頂き、お届

けしました。

　　「結婚式の司会を引き受

けます。」「昔懐かしい真

空管ラジオを作りました。］

　　「自宅で丹精こめて作った梅で

梅酒を作りました。」「元国体選

手が体育会系仕込みのマッサージ

を中継します。」「一目一目に思

いを込めたセーター」

　　「得意のノドと得意の技術力を

活かしてオリジナルＣＤ作成」

　「出前コンサート」等など・・・

今回は19人で19万円にもなりまし

た。　リスナーとスタッフの想いの

19万円ですからアジアで有意義に

使って頂きたいと思っています。

Ｑ３．面白いアイデアですが、ど

のようなキッカケで生まれたので

すか？

Ａ３．仕事だけでなく何か世の中

の役に立つことをしたいなとスタ

ッフの中から声が出ていました。

お金の価値が日本とアジアではず

いぶん違います。高額でなくても

私たちががんばって集めたお金が

有効に使ってもらえると考えまし

た。

　　「年末の社会鍋」というのが頭

に浮かんできました。でも、ただ

募金をしてもらうのではなく、私

たち集める側も募金して下さる側

も楽しめる方法はないかしらと19

名で知恵を絞って考え出しまし

た。
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Ｑ４．実際にやってみて楽しかっ

たこと、苦労されたことはありま

したか？

　　Ａ ４．まず苦労した点はリスナー

　　に趣旨を理解して頂くことでし

　　た。 ＡＭＤＡの菅波代表は地元神辺

　　の出身ですが、知る人ぞ知るとい

　　う感じでしたので、第一回目をス

　　タートするにあたり菅波代表に電

●　話インタビューをしてリスナーに

　　解って頂きました。おかげで第２

　　回目の今年は「ああ、今年もやっ

　　ているね。」という受け止め方を

　　して頃いたようです。どちらかと

ｙ

いうと私たち自身が楽しんだ部分

が多かったように思います。得意

な分野（しゃべり）ではなく、セ

ーターを編む、真空管ラジオを作

る（スタッフに大好評の逸品でし

た。写真を撮っておけば良かった

と今でも残念です。）、イラスト

を描く等、「チャレンジをする」

という部分で楽しめました。ま

た、「時間に追われながらもがん

ばったな」という充実感が残りま

した。最もスリルがあったのが、

リスナーにいくらで落札されるか

というところでした。私たちの予

想を大幅に裏切って（？）高額で

落札して頂いたり・・・。

　第３回目を目指して今からアイ

デアを練っている仲間もいます。

期待して下さいね。

＊キラキラと輝く目で次々とお話

して下さる林さん、ラジオカーの

仕事から帰って来られてすぐにお

話に加わってドさった元気一杯の

佐々木弘美さん、私たちも第３回

目のチャリティーオークションに

は是非参加したいと思います。あ

りがとうございました。

　　　　　　(文責　藤井　逸子)

和・洋医学学術書専門

ll神陵文庫岡山営業所
岡山市大学町２丁目１５(岡大医学部附属病院正門前)

　　TEL(086)223一日387　　FAX(086)222－5551
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ひと

アンコールワット国際ハーフマラソンに参加して

　　　　財団法人岐阜県いきがい長寿財団　　後藤　義夫

　’97アンコールワット国際ハーフ

マラソンに参加して、この企画を

されるまでには大変なご苦労があ

ったと思う。平成８年12月、第１

回に参加して現地を見て、日本の

戦前戦後を思い出した。戦前戦後

の経験者の一人として、78歳にな

る自分の現在の生活の豊かさをつ

くづく感じ、夢のような幸せに感

謝して居ります。

　カンボジア現地で国民の生活を

思う時、大人も子ども達も国民の

一人として生きて行くのに精一

杯。それが日々の生活であるよう

に思われ、命の尊さを間近に見

て、今私たちに何か出来るかが大

切な事だと思った。第１回はなん

となく終わったが、幸いにも第２

回の大会（平成９年12月）にも参

加する事が出来、少しでも子ども

達が喜んでくれる様な物をと思

い、絵はがきやバッジなどを技っ

て行った。大会の前日と当日、大

会本部スタート地点にて１人ひと

りに手渡し、子ども達が喜んでく

れた顔を見て、目頭があつくなる

のを感じ、ささやかな物でも持っ

て来てよかったと感じた。

　遠く離れていても、前年出会っ

た子ども達が忘れないで近付いて

来てくれた。言葉はわからないが

笑顔で合掌、思わず抱きしめて涙

を流した。この喜びを与えてくれ

た子ども達との国際交流ができた

ことに感謝した。

　競技の合間を縫って、人々の暮

らしを見て回り、非常に貧しく、

医療設備なども充分でなく、『た

とえわずかな事でもよいから助け

てあげたい』と言う気持ちにさせ

られた。　私は関西のロードラン

ナーズ「ジアーク」の仲間で、サ

ンケイスポーツ紙の結城氏を始め

皆さんにお世話になり、明石大橋。、

マラソンでもボランティアで仕事

を与えて頂いた。一昨年から２年

続けて参加した市民マラソン大会

では各地にて販売に協力した。ま

たカンボジア支援交流のＴシャツ

の収益や、企業からの募金などで

ささやかなボランティア活動の一

役を果たし、そしてカンボジアの

マラソンでは最終ランナーのサポ

ート役を務めさせて頂いた。この

ように活動の場を与えて頂くこと

は本当に有り難いことである。こ

れからも生涯現役で無理をしない

で少しずつ実行できる場を与えて１

下さる事を願っている。

　私のボランティアは決して背伸

びをして贅沢な物を贈るというこ

とではなく、自分のできることで

お手伝いさせて頂くことです。さ

らに温かい気持ちを添えることが

ボランティア活動を長続きさせる

コツではないでしょうか。特にス

ポーツを通じてのボランティアは

私にとって生涯の活動にしていき

たいと思っております。

　子ども遠の笑顔との再会を楽し

みに皆さんとご一緒にカンボジア

支援に協力してまいりましょう！
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旅なれた人ほど、 ワシントン
　　　冷房どごでも、ワシン/ヽンクワオテ礼

58都市、67のネッ/ヽワークがおもてなしいたします。

新宿ワシントンホテル 成田エアポート

ワシントンホテル

秋葉原ワシントンホテル

ワシントン勿レづホテル
ワシントンホテルチェーン

札幌第1　札幌第2藤田観光旭川　帯広　青森　ハ戸第1　ハ戸第2

秋田　北上　仙台第1　ｨ山台第2　山形　天童　鶴岡　福島

郡山　会津若松　新潟　燕三条　宇都宮　千葉　成田ｴｱﾎﾟｰﾄ

秋葉原　新宿本館新宿新館横浜伊勢佐木町福井　宝塚　福山

松江　ｷｬﾅﾙｼﾃｨ･福岡　佐世保　長崎　沖縄　※'98年開業予定/浦和

ワシントンホテルプラザチェーン

高崎　長野　富山　上越　高岡　金沢　静岡北　名古屋

名古屋全山　名古屋笠寺　岐阜　飛騨高山　新大阪

大阪なんば　神戸　姫路　岡山　広島　鳥取　米子　島根浜田

高松　松山　高知　徳島　小倉　博多中州　久留米

佐賀　熊本　大分　宮崎　鹿児島　※'98年開業予定／甲府

　　　　　藤田観光株式会社

〒105-8551　東京都港区海岸1-9-15　�03-3433-4253
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第17回ＡＭＤＡ国際医療協力研究会

　　　　　　　　　　◇

仙究会担当　大脇　甲哉（町谷原病院整形外科）

開催日時及場所:

　1998年2川19目(本)

講演者及内容：別府　lj)と

　(AMDAナイロビオフィス調整い)

ソマリア洪水救援活動について

講演内容：

　９６年10川からナイロビオフィ

スのコーディネーターとして活

動している。

　ナイロビオフィスはアフリカ

中部のプロジェクトのバッ

クアップオフィスとして設｡･

立された。自分が赴任した

当時は菊池・佐藤の2 flが

いた。　　ケニア国内のロル

ゴリアン・プロジェクトと

ルワンダ等のプロジェクト

の支援を行っていた。ケニ

ア政府にＮＧＯ登録されて１

年経過しかため会計監査が

あり、その準備に時間がかかっ

た。ロルゴリアンはナイロビか

ら車で７時間かかるところにあ

る。現在は地元にプロジェクト

を引き継ぎ資金面でも支援はし

ていない。ナイロビオフィスに

は現在林かおり２人体制で仕事

をしている。

　９７年12月ソマリア洪水救援活

動を行った。ソマリア南部のジ

ュバ川にあるジリブという街

で、ウガンダ人医師ジョージ、

ルワンダプロジェクト調整員佐

々木と白分かソマリアのローカ

ルＮＧＯであるMercyと共同して

活動した。ソマリアでは97年の

36　/X/WMルru/ /9卵.6

10川から大雨が続き死者2000人以

llであった。死因は下痢、マラリ

ア、ハイエナ・ワニに襲われたも

の、洪水により流れ出した地雷に

よるもの等である。家畜や田畑も

重大な被害を受けていた。住居を

失った避難民は10万人以上であり

1960年以来最大の被害だった。我

々が活動を開始するまえにソマリ

アで活動を行っていたのは、

UNICEF、WFP、ICRC、CARE、

MSF、SCFでありUNICEFが救抜

活動全体を調整していた。

　12月18日から30日まで３名によ

る診療活動を行い、98年１月12日

に医薬品のみの搬送を行った。医

薬品４５０Ｋｇ、飲料水、インマル

サット、蚊帳、ベットマットを携

行した。 ＣＡＲＥがこのｰ帯で活動

しておりその調整員と話し合い、

下痢とコレラに対する医療活動を

対象にした。ジリブ周辺の村にお

ける診療活動を、29日まで行った

　（一一日70～130人を治療）。実際

の病気はマラリア、上気道感染

症、下痢の順たった。

問題点：洪水が始まってからｰケ

月たってから活動をしたため、緊

急期ではなくなっており通常の疾

病が多かった。現地の高温多湿の

環境になじめないメンバーがい

た。抗生物質と駆虫剤がすぐにな

くなってしまった。クリスマスと

ラマダンが重なり薬の調達や輸送

の面で不便だった。

利点：医師がウガンダ人だったた

め、現地の疾病や現地の人

間を理解していた。 CAREと

ジョイントしたことがロジ

スティックの面で有効だっ

た。

質問　現地の普段の医療シ

ステム

回答　Mercy lnternationalが

４つのヘルスポストを運営

していた。看護婦とＣＨＷがいた

が、物資は乏しかった。

質問　原因不明の出血熱について

回答　１月２日南アフリカでリフ

トバレー出直熱であると同定され

た｡

ナイロビオフィスの今後の活動方

針･JICAと合同で西ケニアでプロ

ジェクトを計画しており現在調整

中

・ナイロビ市内のスラムでミシン

教室を行い、マイクロクレジット

を行う予定。

リレワンダプロジェクトの後方支

援



・　Jj　　　　　若妻の異で

岩井　＜に　　　　　　（自治医科大学動物学助手）

　存が来たと思っていたら、も

う若葉の季節です。自治医大で

も卒業生を送りだしたと思った

ら、もう、新入生がキャンパス

を閑歩しています。医動物学教

室では講義や実習が始まるだけ

でなく、寄生虫相談も多くな

る、忙しい季節です。そんなあ

る日、新入生対象に防災訓練が

ありました。自治医大学生寮の

防災訓練は、体育科の先生が企

画しただけに。男女問わず寮の

３階からなわばしごを降りる訓

練があります。女子学生の担当

になった私、３階から下を見た

とたんに足がすくみ、学生の上

級生に代わりに降りてもらいま

した。「ああ、情けない！来年

はさっそうとなわばしごを降り

てやるぞ。」と密かに決意を固

め、手始めに、学生と一緒に体

力測定を受けてみました。

　その結果は；身長　159cm。体

重　60.6kg O、ウソだ一〇、

体脂肪　17.7kg　体前屈　2cm

　（あぁ、やっぱり、昔からこれ

は苦手だった…）背筋力　106kg

握力　右31kg、左30kg。垂直飛

⑤

び　40cm　反復横飛び　42回/20

秒というわけで、20年ぶりの体力

測定、総合診断は「体力はまあま

あ保たれているが、太りすぎ」。

どうも、お菓子食べ食べ夜中まで

机に向かってたのがいけなかった

ようです。体育科の先生には「何

だ、18キロも脂肪じやないか」と

さんざん笑われ、「老人でもでき

る」タイヤチューブ体操と毎日２０

分のウォーキングを処方されまし

た。

　さっそく翌日から始めたはいい

ものの、体操とウォーキングで朝

晩１時間ずつはかかります。

　「こ、これホントに老人でもでき

るの？」と言いたくなるほどタイ

ヤチューブ体操はハード、「早足

で歩くのってこんなにつらいもの

だったの？」とはあはあ息を切ら

し、最初の３日は食欲をなくすほ

ど疲れはて、これでは仕事になら

ない、と落ち込みました。それで

も我慢して続けること１週間、よ

うやく全部のメニューをこなせる

ようになり、今では朝は６時に眼

が覚めて、若葉の下を歩くのが日

課。すがすがしい空気の中、同じ

自動車用･工業用ゴム製品の総合メーカー

ように歩いている人、イヌの散歩

をしている人…草むらのレングソ

ウやスミレ…突然目の前にぶらさ

がってる毛虫！（きゃっ）まあ、

いろいろありますが、体を動かす

のはいいものです。先週からは。

　「バランスのとれた食事もしなく

ちゃ」と半年ぶりに自炊まで始め

てしまいました。この調子では仕

事の能率はさっぱり上がりそうに

ないのですが、やっぱり健康第一

です。

　日本はこれから急速に高齢化が

進むと予想されています。 65才以

上人口比率が最高になるのは2020

年、そのとき私は60才です。今の

ままでは安心して寝たきりになっ

ていられないばかりか、もっと年

をとった人たちの面倒もみなくて

はいけないかも知れません。［今

のうちに体力をつけてなるべく長

く健康で自立できるようにしてお

かないと…］と思う気持ちと「来

年は、ゼッタイなわばしごを降り

てやる」という意地。今日も若葉

の並本道をゼーゼー言いながら歩

いています。ところで体重の方

は？…。

丸五ゴムエ業株式会社
本社･工場

矢掛工場

営業所

倉敷市上富＃5日

小田郡矢掛町東川面417

東京･浜松･名古屋･大阪

�(OB6)422-5111㈹FAX(OB6)427-8585

�(□BB6)E-0467㈹FAX(OB66)B2-0467
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　　　　平成9年度カウンターパート合同研修

フイリッピン及びザンビア「地域保健医療」について

　　　　　　　　　◇

AMDAボランティア　藤井　倭文子

　ＡＭＤＡは今年､４月、国際協力事業団からの依頼で

｢記研修を岡山にてお受けしました。担当は財務局

長の成渾貴ｆさんでしたが、年度末決算業務及び新

年度計画で書類の山にうずまっておられたので私が

お刊云いした次第です。ボランティア一年生の払に

はＡＭＤＡでは緊急救援活動以外にこの様な支援活動

にも協力されている事に敬服し、今回非常に多くの

嘔を学ばせて頃きました。読者の皆様により深く

ＡＭＤＡをご理解頂くために研修内容を報告させて頃

きます。

参加研修生：　フイリッピンより看護婦2名・ザンビ

アより保健婦１名及び保健管理チームメンバー１名

研修期間：　平成10年４月13日～24日

研修概要:

4.13（月）まずＡＭＤＡにて、事業推進局長Dr.F.

Floresによる研修全般についての説明

　（|矢）アスカ会にて、岡山での地域医療、高齢者支

援システム（在宅及び施設）・ゴールドプランと老

健・デイケア及び訪問看護の活動等についての説明

　（責任者：和気一栄看護介護部長）

4.14-16　御津郡加茂川町にて、地域保健見学及び

体験（責任者：片山舜平町長）

4.14（火）地域行政及び地域施設訪問（加茂川町

役場・吉備松下及び占備高原都11i内見学）

4.15（水）母f保健・保健福祉業務について学ぶ

4.16（木）　農村福祉活動（住民会･婦人会･老人ク

ラブなどの組織）について学ぶ

4.17（金）　岡山市高松農業協同組合にて、地域協

|司組織について学ぶ（責任者：　難波義大代表理事

組合長）

　ほ子活動について、婦入部講演及び見学、有機農

業について、講演及び見学

4.18-19（土一日）　自由行動及びＡＭＤＡスタッフ

と交流（菅波茂代表、山本秀樹副代表）

4.20（月）　岡山済生会総合病院及び済生会ライフ

ケアセンターにて、総合医療施設視察
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　総合病院の組織と活動について学ぶ（責任者：浜

家一雄副院長）

4.21（火）　（医）アスカ会にて、高齢者看護につ

いて体験学習（和気一栄看護介護部長）

４．２２（水）　岡山市保健所にて、ライフサイクルに

あわせた保健活動と保健所の機能

　生涯保健制度について学ぶぃ保健所施設見学（酉

任者：高木寛治所長）

4.23（木）岡山市立中山小学校にて、学校保健（責岬

任者：岡民子校長）

義務教育機関の保健行政について学ぶ

４．２４（金）　ＡＭＤＡにて、報告書作成及び評価会

　（Flores局長及び津曲兼司ＡＭＤＡ医師）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

　紙㈲に制限あり各研修機関の関係最高責任者のお

名前のみ記載させて頂きました。それぞれの関係各

位の皆様には責重なご経験と、時間と、知識を惜し

みなくご提供くださり大変有り難うございました。

ホームステイ

　２泊３目にわたる加茂川町研修では、昨山町長及心

び銭本二千年氏がホストファミリーをお引き受け下

さり、真心溢れるわもてなし大変有り難うございま

した。研修生達は庁山家では親子４代にわたる家族

構成の中での強い家族のきずなに感動レ銭本家で

は特に自分達の写真をホームページにのせて頂いた

事に大変興奮しておりました。

日本の高齢化社会に驚いた研修生達

　大きな理由は平均寿命にありました。フイリッピ

ンでは男女とも約６５歳、ザンビアでは男性45歳、

女性55歳でこれはエイズが原因で平均寿命はここ数

年下降ぎみだそうです。今回の研修で接した高齢者

の方々の中に将来の研修生自身を想像され高齢者福

祉と介護の大切さについてその心を学ばれました。
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研修生達からの寄せ書き感謝状

　これは大変珍しい事だそうで、報告させて頃きま

す。宛先はＡＭＤＡの皆様へとなっていますが、研修

生達との会話から、お世話になった皆様に対しても

同様の謝意を抱いていた事をお伝え申し上げます。

　　Peop】eatAMDA

　　Thank you very much for your support and the nice learn-

　　ing activities given us. We gained a lot of information to

　　share when we come home. l hope you can come and visit

　　ourcountry in thenearfuture.【Frida E】efane､Philippines）

　　　　私達のために準備して下さった充実した研修内容

　　と皆様のご支援:大変有り難うございました。母国の

●同僚と共有できる多くの情報を取得いたしました。

　　近い将来皆様が私達の国を訪れて下さる事を望んで

　　おります。（フリーダエレファン、フイリッピン）

　　　　　　　　－一一一－－－一一～

　　My deepest gratitude n)r the concern and support. The
Pro-

　　gram/activities we have been through are all beneficial to

　　us. Japan's health system is very different from the Phils.、

　　but l know we can adopt some ofit with modification. l will

　　surely miss your company and Karaoke Party. Xvould you

　　like to come to the Phils､？And let's have Karaoke
Party

　　again.Lastly､l salute everybody in AMDA. Youarecom-

　　mitted＆dedicated to your workAD(Marcelina Rodriguez、

　　Philippines)

　　　皆様のご関心とご支援にたいし、心より感謝して

●おります。私達が休験しかプログラム及び活動ほど

　　れも為になりました。日本の保健制度はフイリッピ

　　ンと比べると大変異なっていますが、修正すればそ

　　のいくつかは採用出来ると思います。皆様との交流

　　とカラオケパーティを懐かしく思いだすでしょう。

　　フイリッピンヘお出でになりませんか？　又、カラオ

　　ケパーティを致しましょう。最後に仕事に本気で取

　　り組み情熱をそそいでおいでのＡＭＤＡの皆様に心か

　　ら敬意を表します。(マルセリーナロドリガス、フ

　　イリッピン)

My greatestgratitude to the AMDA stafE l have 】eamtquite

a lot concerning the MCH programmeAD Cshank you for

arranging the whole programme for us in okayama. Please

continue to give us this support. 0ur Zambia's heahh sys-

tem is almost thesarne asJapanese health system. At least

Ｈ９カウンターパーﾄ地域医療合同研修

向かって左から、

前列：レオニサムンガバ（ザンビア）

　　　マルセリ　ナロドリガス（フイリッピン）

　　　フリーダヴァスケ（フイリッピン）

　　　メアリー　パンダ（ザンビア）

後列：藤井倭文子（AMDAボランティア）

　　　成潭　貴子（AMDA）

　　　関いずみ（広島JICA）

what l have learntl try toimprove our Present MCH ser-

vices.　Good luck.Keep up the good work.Arigato

gozaimashita.（MaryBanda､ Zambia）

　私の心からの感謝の気持ちをＡＭＤＡの皆様に送り

ます。母子保健に関して非常に多くの事を学びまし

た。私達のために大変充実した岡山でのプログラム

を準備して頂き有り難うございました。どうか引き

続き我々をご支援下さい。ザンビアにおける我々の

保健制度は目本の保健制度とよく似ています。少な

くとも今回取得した事を基に現在の母子保健サービ

スを改善して行きたいと思います。どうか良いお仕

事を続けて下さい。幸運をお祈り致します。有り難

うございました。（メアリーバンダ、ザンビア）

　　　　　－－－－－－－－－

AMDA took aH the Pains months before our arrival in

Okayama preparing our programme.　After we arrived、

AMDA was always with us. 0mces in AMDA worked extra

hard Just for our sake. We ate and drunk､ even singing in

individual homes and restaurants. AII l can say is Arigato

gozaimashita.（Leonisa Mungaba､ Zambia）

　AMDAは私達が岡山へ到着する数ケ月も前から、

プログラム作成のために骨を折って下さいました。

岡山到着後ＡＭＤＡは常に私達に同行して下さいまし

た。 ＡＭＤＡオフィスの皆様は私達のために一生懸命

尽くして下さいました。私達は大変楽しく暮らしま

した一個人のご家庭でもレストラントでも歌いまし

た。　私ぱ有り難うございましだ以外に言葉が見

つかりません。（レオニサムンガバ、ザンビア）
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一

第２回ＮＧＯカレッジご案内

－1998年７月25日（土）～29日（水）－

－
　　　　　　　－

一
一　　　－

　　　　　　　一

一

　昨年４月にオープンした広島国際協カセンターにおけるNGO支援主要事業として、ＡＭＤＡと連

携して、以下のとおり第２回のＮＧＯカレッジを開催します。基礎コース参加希望者は６月下旬ま

でに、NGOカレッジ実行委員会までお申し込み下さい。

●目　的

　政府や自治体が行う国際協力に加え、草の根レベルの国際協力・貢献活動を促進するために、海外に

おいて、地域開発や医療、緊急援助を行うNGOのエキスパートを養成する。

●主　催

　NGOカレッジ実行委員会（広島県・AMDA・（財）ひろしま国際センター）

●実施場所（国内講座）

　広島国際協カセンター（広島県東広島市鏡山三丁目3-1　ひろしま国際プラザ内）

●事業内容

　国際協力、国際貢献活動に必要な知識を効率的に習得するため、レベルに応じた講座（基礎コース・

実践コース）を設置レ基礎から応用へ無理な＜ステップアッフできるシステムを作るとともに、海外

における協力活動の実践的なノウハウの取得を主眼とした「海外スタディツアー」を実施する。

【国内講座】基礎コース（基礎知識の習得を中心に行う）

　・実施時期　　平成10年了月25日（土）～29日（水）　５日問

　・講座内容　　全14講座　　　○基礎理念　　　　　　　　　　　　　　　１講座

　　　　　　　　　　　　　　　　○基礎知識　　　　　　　　　　　　　　６講座

　　　　　　　　　　　　　　　　ONGO人材育成と組織マネジメント　　　４講座

　　　　　　　　　　　　　　　　○ケーススタディ　　　　　　　　　　　３講座　等

　・募集人員　　60名

　・受講料　　　一人　20,000円（宿泊・食事代は除＜）

【国内講座】実践コース（実践的かつ専門的な知識の習得に重点を置＜）

　・実施時期　　平成11年２月上旬　　３日問

　・講座内容　　　　　　　　　　○海外プロジェクト別シュミレーション

　　　　　　　　　　　　　　　　○各海外プロジェクトの関連分野の専門家による指導

　・募集人員　　30名

　・受講料　　　一人　15,000円（宿泊・食事代は除＜）

【海外スタディツアー】

　・実施時期　　平成10年8月下旬

　・訪問予定国　フィリピン

　・訪問先　　　海外プロジェクトの活動体験や視察

　　　　　　　　AMDA国際ボランティア研修センター（マニラ）での研修

　　　　　　　　青年海外協力隊，国際協力事業団（JICA）の視察　他

　・募集人員　　20名（国内講座＜基礎コース＞受講者から募集）

　・参加費　　　実費

●お申し込みは、広島県・国際交流課（前田）　TEL 082-228-2111
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●

ＡＭＤＡスタディツアーのご案内

1998年７月より1998年11月までー

ロー--

●　　　　　J-－

　AMDAが海外で実施している活動や現地ＮＧＯ、日本政府の国際協力の現場等を視察し、現地の人

々と触れ合うことを目的として、下記の内容にて「1998年度AMDAスタディツアー」を企画してい

ます。参加ご希望の方は、詳細な資料を担当旅行社までお申し込み下さい。

　【スタディツアー内容】

プロジェクト 定員
最小催
行人員 費用 ツアー期間 担当旅行社 内　　容

ネパール１ 15名 10名 約24万円
7月25日～

　7月31日

YWCAエデユケーショナル

トラベル

医療・福祉施設訪問、視察　他

ネパール２ 15名 10名 約24万円
8月1日～

　8月7日

YWCAエデユケーショナル

トラベル

医療・福祉施設訪問、視察　他

ネパール３ 15名 10名 未定 11月1日～

　11月8日

YWCAエデユケーショナル

トラペル

医療・福祉施設訪問、視察

AMDA子ども病院の開所式参加と見学

フィリピン 20名 10名 未定 8月22日～

　8月30日

ＹＷＣＡエデュケーショナル

トラベル

AMDA国際ボランティアセンター視察

現地ＮＧＯ視察　他

カンボジア 20名 10名 約20万円
8月23日～

　8月29日 （株）エフサンツーリスト

AMDAカンボジアクリニック視察

教育施設・デイケアセンター

アンコールワット見学　他

バンワ｀ラデシュ 20名 4名 約22万円 了月末又は

8月半ば

（株）エフサンツーリスト ＡＭＤＡ移動診療所

DSKプロジェクト視察　他

ＡＭＤＡスタディツアーご参加について

１、参加費用については、概算で算出してあります。

　　正式な経費は、別途参加者にお知らせいたします。

　　費用には原則として、往復航空運賃、現地研修期間

　　中の宿泊費・食費・団体移動の交通費が含まれてい

　　ます。

２、旅行日程については、各担当旅行社までお問い合せ

　　ください。

　　YMCAエデュケーショナルトラベル　担当：瀬良　　TEL : 082-222-3003　FAX : 082-222-3437

　　　（株）エフサンツーリスト　　　　　担当：長谷川　TEL : 03-5275-3917　FAX : 03-5275-6925

3、日程については、航空機の便数などの関係上、２、３日程度前後する可能性もあります。

４、研修国内ではスタッフが同行いたしますが、日本から研修国までの往復旅程については参加者の

　　みでの移動のツアーもあります。

５、ＡＭＤＡスタディツアーは会員の方へのご案内ですので、未加入の方は事前にAMDA会員に登録し

　　て下さい。

　　　　　　旅行企画:『AMDA本部事務局』

　　　　　　旅行主催:『YMCAエデュケーショナルトラベル　AMDAスタディツアーデスク』

　　　　　　　　　　　　『（株）エフサンツーリスト』
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ご協力ありがとうございました

　ＡＭＤＡの使用済みテレフォンカード収集キャ

ンペーンは、多くの皆さまのご協力を得て、右

記の通りの収益を得ることができましたので、

ご報告いたします。

　この収益金は、かねてよりお知らせしていま

したように、ネパール・カンボジア・ミャンマ

ーなど、ＡＭＤＡがアジアで行っている地域医療

活動費に充てさせていただきました。

　ご支援ありがとうございました。

尚、収集キャンペーンは１月末をもちまして終

了いたしました、
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第５章
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　　　　目　　次

市民の平和学

今なぜ国際ボランティア

国際ボランティアの実践

国際ボランティアをめざす人へ

地方自治体と国際貢献

国連および国際協力団体

21世紀へ新たな取り組み

使用済みテレカ回収結果

収入先 月　日 金　　額

NTT買上 97.3.15

97.9.5

97.12.4

98.3.5

　80,000

190,000

　72,000

150,000

小計

492,000

その他買上 97.7.23

97.9.22

97.10.9

97.10.20

97.11.4

97.11.11

97.12.5

97.12.22

97.12.24

98圭30

98.2.6

98.2.12

98.2.13

　5,000

　5,000

　5,000

　5,500

　8,000

　5,000

50,000

　6,000

30,000

　5,000

　5,500

33,500

　　500

小計

164,000

合　　計 656,000

国際ボランティアを志す人に必携の書
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（財）ひろしま国際センター編

定価　1,850円（本体1,762円）

　　四六判・328ページ

　　発行　中国新聞社
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盛回　堡’゜　
●　　　・

　
　
「
病
気
に
な
っ
た
が
日
本
語

を
う
ま
く
話
せ
ず
、
医
者
に
説

明
で
き
な
い
」
　
「
ど
こ
の
病
院

に
行
け
ば
い
い
の
か
・
・
・
」
。
岡

山
市
に
本
部
の
あ
る
ア
ジ
ア
医

師
連
絡
協
議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
）

は
、
日
本
で
生
活
す
る
外
国
人

の
こ
ん
な
悩
み
に
こ
た
え
る
た

め
、
東
京
と
大
阪
に
「
国
際
医

『

療
情
報
セ
ン
タ
ー
」
を
設
け
、

号

電
話
相
談
を
受
け
付
け
て
い
　
都
内
ビ
ル
の
一
室
に
入
居
す

る
。
東
京
は
英
語
、
中
国
語
、
る
東
京
の
セ
ン
タ
ー
。
ブ
ラ
ジ

ス
ペ
イ
ン
語
な
ど
八
力
国
、
大
ル
人
か
ら
「
風
邪
を
ひ
い
た
。

阪
で
は
四
力
国
に
対
応
で
き
る
近
い
病
院
を
紹
介
し
て
く
れ
」

相
族
長
が
常
駐
し
、
無
料
で
医

療
機
関
を
紹
介
。
相
談
件
数
は

年
々
増
え
続
け
、
在
日
外
国
人

の
ニ
ー
ズ
の
高
さ
を
示
し
て
い

出
す
。
す
ぐ
さ
ま
セ
ン
タ
ー
事

務
局
員
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に

登
録
さ
れ
た
全
国
四
百
三
十
の

鳶か
ら
、
悩
み
ご
と
相
談
を
持

ち
掛
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る

と
か
。

　
相
談
の
ポ
イ
ン
ト
は
相
手

の
名
前
を
聞
か
な
い
こ
と
。

　
「
不
法
在
留
者
も
い
る
よ
う

で
、
入
国
管
理
局
に
通
報
さ

医
療
機
関
の
中
か
ら
、
適
当
な
れ
る
こ
と
を
心
配
す
る
ケ
ー

も
の
を
複
数
選
び
出
す
。
地
理
ス
も
あ
る
が
、
私
た
ち
の
目

を
聞
き
出
す
に
は
レ
ペ
ル
の
前
後
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て

高
い
語
学
力
が
求
め
ら
れ
い
る
。

る
。
セ
ン
タ
ー
に
登
録
し
て
　
セ
ン
タ
ー
は
電
話
相
談
の

い
る
相
談
員
七
十
五
人
は
、
ほ
か
、
医
療
機
関
や
薬
局
が

留
学
生
や
海
外
生
活
の
経
験
外
国
人
に
対
応
で
き
る
よ
う

が
長
い
日
本
人
な
ど
。
日
本
に
、
診
察
時
の
言
葉
を
補
助

語
で
病
状
を
的
確
に
訳
せ
る
す
る
十
丁
刀
国
語
の
テ
キ
ス

能
力
も
必
要
で
［
計
八
時
間
ト
や
九
カ
国
語
の
服
薬
指
導

の
研
修
と
三
ヵ
月
の
見
習
い
本
、
十
六
カ
国
語
の
歯
科
診

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
察
補
助
表
を
つ
く
っ
た
。
ま

電
話
で
病
院
を
紹
介

晨
い
脳
ｍ
年
々
増
え
る
相
談

　
と
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
と
す
に
不
案
内
な
人
に
は
交
通
手
段

　
る
と
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
話
せ
を
伝
え
る
こ
と
も
あ
る
。

’
る
相
談
員
が
病
状
な
ど
を
聞
き
　
相
談
内
容
は
「
言
葉
の
通
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
―
？
Ｉ
Ｉ
ａ
ｋ
Ｊ
Ｉ
Ｍ
＆
７
ｇ
ｙ
‐
４
Ａ
る
医
療
機
関
の

紹
介
」
「
医
療

る日陰刹ぶ忿ぞ

dﾚm
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費
」
　
「
保
険
制

度
」
　
「
エ
イ
ズ

関
連
」
な
ど
さ

ま
ざ
ま
だ
。
日

本
で
の
生
活
に

な
じ
め
な
い
人

―
―
Ｉ
１
－
－
－
１
－
－
１
１
－
－

的
は
医
療
情
報
を
提
供
す
る

こ
と
に
あ
る
」
と
青
木
繁
行

事
務
局
長
。

　
受
け
付
け
は
電
話
相
談
の

み
だ
。
相
談
者
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
守
り
、
不
特
定
多
数

か
ら
の
相
談
を
受
け
る
こ
と

に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
を
避
け
る

た
め
、
相
談
員
の
名
前
は
明

か
さ
な
い
こ
と
に
し
て
い

る
。
ま
た
、
面
談
に
よ
る
相

期
間
を
経
な
け
れ
ば
相
談
員

に
な
れ
な
い
」
と
青
木
事
務

局
長
。

た
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
セ
ミ

ナ
ー
で
医
療
機
関
に
協
力
を

呼
び
掛
け
て
い
る
。

　
青
木
事
務
局
長
は
「
セ
ン

タ
ー
の
存
在
が
口
コ
ミ
や
、

各
自
治
体
の
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
な
ど
を
通
じ
て
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
に
し
た
が
っ

て
、
相
談
数
も
増
え
て
き
た
。

安
心
し
て
医
療
を
受
け
た
い

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
が
国
際
医
療
情
と
い
う
要
望
は
ま
だ
ま
だ
あ

報
セ
ン
タ
ー
を
東
京
に
設
け
る
」
と
み
て
い
る
。

た
の
は
平
成
三
年
四
月
。
五
　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
際
医
療
情
報

年
二
月
か
ら
東
京
都
の
委
託
セ
ン
タ
ー
の
受
け
付
け
、
問

を
受
け
、
救
急
患
者
の
通
訳
い
合
わ
せ
は
次
の
通
り
。

を
す
る
救
急
通
訳
サ
ー
ビ
ス
　
東
京
＝
電
０
３
・
５
２
８

な
ど
も
行
っ
て
い
る
。
同
年
５
・
８
０
８
８
（
月
曜
か
ら

十
二
月
に
は
大
阪
に
も
セ
ン
金
曜
の
午
前
九
時
～
午
後
八

談
は
受
け
付
け
て
い
な
い
こ
夕
Ｉ
を
開
い
た
。

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
国
と
か
ら
、
セ
ン
タ
ー
の
住
所
　
相
談
件
数
（
都
か
ら
の
委

際
医
療
情
報
は
公
表
し
て
い
な
い
。
報
道
託
分
は
除
く
）
は
、
東
京
の

セ
ン
タ
ー
が
関
係
の
取
材
に
も
住
所
が
特
セ
ン
タ
ー
は
発
足
し
た
平
成

時
、
救
急
通
訳
サ
ー
ビ
ス
午

後
五
時
～
同
十
時
、
土
田
祝

日
は
救
急
通
訳
サ
ー
ビ
ス
の

み
午
的
九
時
～
午
後
十
時
）

１
’
Ｉ
Ｉ
９
ｌ
　
ｉ
Ｓ
“
ｉ
Ｓ
“
’
‘
’
”

つ
く
っ
た
医
定
さ
れ
た
り
、
相
談
員
の
顔
三
年
度
の
千
百
四
件
か
ら
年
　
大
阪
‥
‐
‥
電
０
６
・
６
３
６

療
機
関
や
薬
や
名
前
が
分
か
る
こ
と
が
な
々
増
加
し
、
七
年
度
に
は
三
　
・
２
３
３
３
（
月
曜
か
ら
全

局
が
外
国
人
い
よ
う
要
望
し
て
い
る
。
　
千
件
を
突
破
、
九
年
度
は
約
曜
の
午
前
九
時
～
午
後
五

に
対
応
す
る

テ
キ
ス
ト

　
相
談
の
対
象
が
医
療
問
題
四
や
件
に
達
し
た
。
大
阪
の
時
）

で
あ
る
た
め
、
微
妙
な
居
状
セ
ン
タ
ー
も
毎
年
度
、
千
件
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右畦タイ入射目Ｖプロジェクト朝会 所長　　小林米幸

　エイズ予防財団外国人研究者招へい事業を利用してバンコックジェネラルホスピタルのプラパポーン

ヨスコーン婦長を招いて行われた同プロジェクトも平成９年９月　１目に始まり本年３月３１日無事終了

いたしました｡このプロジェクトを支えてくださった多くの方々に紙面をお借りして御礼申し上げます。

本来､プロジェクトの報告はまずエイズ予防財団に対してすべきでありますが詳細な結果のまとめ､解析

にはなお少しの時間がかかりそうですので簡単な報告のみ、ここにさせていただきます。

１．プラパポーン氏派遣件数　　延べ５０件

１）派遣理由　ＨＩＶ関連のべ４６件実数２３名

　　　　　　　その他　　のべ４件

２）ＨＩＶ関連延べ４６件、実数２３名について

　　男女比　　Ｍ：Ｆ＝７：１６

　派遣先及び回数（都道府県別）東京都１ ０、神奈川県７、茨城県２、愛知県２

　　　　　　　　　　　　　　　長野県仁千葉県１　計２３

　のべ派遣回数　　　　　　　　東京都２５、神奈川県１４、茨城県３、愛知県２

　　　　　　　　　　　　　　　長野県仁千葉県１　　計４６

その後の経過　帰国９名＝９／２３＝３９．１％　うち　１名帰国後１１日目死亡

八肘加□ｕａ�／９卵.6　45



２．プラパポーン氏電話相談件数　１６Ｚ件

　ＨＩＶ関連件数　９７件、実数４８名（男女比Ｍ：ド＝１２：３６）

　　　　４８名中自己申告によるＨＩＶ陽性者　４１名（Ｍ：Ｆ＝１ １：３０）

３．派遣と電話相談の関連（ＨＩＶ関連ケースのみ）

　　　　派遣件数２３件中１２件＝１２／２３＝５２．ヱ％

　　　　電話相談４８件中１２件＝１ ２／４８＝２３．０％

・ＨＩＶ関連の電話相談４８件中残る３６件が派遣につながらなかったわけでなぜつながらなかったのか

さらに検討の必要がある。多くの医療機関､医療従事者､タイ大患者から高い評価をいただいた本プロジェ

クトではあるが、招へい研究者の住居の問題などの費用の点、センター事務局スタッフの多忙な中での

関わり合いなどまだまださまざまな問題を抱えている。とはいうものの本プロジェクトの意義は大きく、

通年事業への格卜げが強く望まれる。

　尚、詳細の報告は、エイズ予防財団へ提出のや定である。

センター開設７周年記念キャンペーン実施中！

　－６月末日までにお申し込みになると送料は無料-

･r｀

､ぐ

㎜

「１６ケ国語対応　歯科診察補助表卜外国人が安心して雁I医院にｶヽｶヽることができるよう、

また、医療機関・医療従事者が外国人の治療に関わる事項を正確に伝えることができるよう、必要jl4

低眼の内容を１６ケ国訥に翻訳し出版いたしました。受付での会話、受診理由、症状、麻酔や抜歯の

経験等の内容が１言語１９頁にわたり掲載されております。

荷成ぶ蔚丿英必、ヌペイン涸、ポノ'レトガル誦、中国語、韓国語、ペルシャ必、タイ必、ラオヌ必、

カンボジア語、ペトナム訊、ベンガル涸、フ･りノピン語、ロシア語、フランヌ必、インドネシア必、

マレー諮

･AMDA国際医療情報センター編　Ｂ５版　３２５ページ　　定価　５、２５０円（税込み）

｢１１ケ国語診察補助表｣一実際の診療の流れにinって､｢受付にて｣｢患者ヵヽら医師へ｣｢医師

から患者へ｣の３部より構成。日本語と外国語との併記により外国人患者の診察にすぐ役立ちます。

碑成昌蔚丿英必、ヌペイン一、ポノIレトガル語、韓国語、中国語、フィリピノ必ぐタガログ謂九タイ必、

べみナふ必、カンボジア必、ラオス諸、ペルシャ語

･AMDA国際医療情報センター編　１１ヶ国語１組　Ａ４版　　定価　５、２５０円(税込み)

「９ケ国語対応　服薬指導の本」一外国人に安全に薬を使用していただくため､また外国人に薬の使

用法を正確に伝えるため、必要な情報を掲載。どのような症状があり、どのような薬が欲しいのか､病

歴・アレルギーの有無、定期的に服用している薬、服用時の注意事項、副作用の説明など。日本人が

世界各国へ旅行や海外出張に行く場合にも便利です。

肩成ざ必丿英必、スペイン必、ポル/ヽガル語、韓国語、中国語、フィリどノ必、タイ語、ペトナふ必、

ペルシャ語

・AMDA国際医療情報センター編　Ｂ５版　１ ５４ページ　　定価　５、２５０円（税込み）

｢両親学級の資料｣－ＡＭＤＡ国際医療情報センター関西が１９９７年狛こ開催した外国語による

両親学級の資料。ポルトガル譜、スペイン語、中国語、英語がそれぞれ[1本譜と併記されています。

　①妊娠中の過ごし方と母子保健に関わる制度について

　②出産のしくみと経過、産後の注意、育児について

・AMDA国際医療情報センター関西編

各丿語別売り　　Ａ４版　１占語２冊１組　１、０００円(１針　５００[１１](税込み)

46　ルWルL/nm�/99＆6

お申し込みは、各センターまで。



１９９８年１月～３月受付　１９９８年度新規・継続会員、ご寄付者（順不同敬称略）ご協力ありがとうございます。

ご寄付（個人）

田中ひろ子

但5久子

竹内ﾋ郎

苅野　白

浜　京ｆ

叫山巌雄

松珪恵子

井卜美由紀

浅野きくゑ

西川武彦

伊藤真理

加藤巴ｆ

塩津多恵Ｔ

大脇甲哉

宮崎葉ｆ

ぶ水素行

政田利奈

神藤喜美ｆ

津島真利絵

西木和ｆ

ﾏｲﾃｱｽｺｰﾅ

清水茂美

小久保陽戸

董　恒

佐藤光子

坂田　奎

香取笑恵子

西川直子

中戸純子

ご寄付（団体）

新生教会

仁愛医院

大塚薬局

耳鼻咽喉科。

　早川医院

黒沢クリニック

田宮クリニック。

　産科・婦人科

東京諸聖徒教会

浅草聖ョハネ教会

神愛教会

三井物産株式会社

いずみの会

興和新薬（株）

三共（株）

グラクソ三共（株）

一般会員

小久保陽子

今津由美

角　参入

糸川史子

奥山巌雄

松井恵ｆ

田宮　親

海野尚久

赤栓匝雄

岩井くに

丹　邦子

田宮白和

田中英夫

角　玲子

藤井功－

野尻京子

木村旅人

本間輝雄

井上美由紀

西川武彦

末ソウケツ

田中　義

岡本悦司

大西誠一郎

窪田　雅

林　福勝

寒竹レナ

林田昇平

簡野晃次

秋山健一一

相馬久子

洪　永隆

上屋忠久

ll屋隆一

新倉美佐子

江夏国治

高木　直

苅野　貞

片岡和男

中村安秀

右田　佑

大塚薬局

宝蔵康守

向　泰徳

山田統正

竹内笑恵ｆ

藤本　巌

竹田　勝

藤本ｴﾄﾞヮｰﾄﾞ敬三

野和田リーコ

宮口妙子

高倉恭夫

西村アメリア

董　恒

大貫テレサ

黒子克子

加藤豊ｆ

稲葉全郎

鶴田光子

瀬戸美佐ｆ

小林謙治

塩津多恵ｆ

青木和子

杉山精一

岩本　淳

瀬尾千前

人脇甲哉

福川　隆

豊田孝威

力l花二郎

山田瑞子

宮崎葉子

田中天三郎

佐藤忠彦

学釜会丿腎

駱　学儒

団体会員

伊藤医院

黒沢クリニック

高橋クリニック

はしひら医院

高岡クリニック

永生病院

小林国際ｸﾘﾆｯｸ

宮島医院

切手のご寄付

杉原賢治

励成金

ライオンズ･クラプ

チャリティファンド

(両親学級のため)

お名前を掲載しな

い方１２名

ご寄付のお願い　当センターは寄付などにより運営されています。おいくらからでも結構です。

　　　　　　ご支援よろしくお願い中し上げます。

会員募集　精神的、経済的に援助して下さる会員の方を募集しております。

　　答センターはＡＭＤＡ(本部岡山)とは会計が別のため､独立した会員制度を設けております。

　　ＡＭＤＡ本部の会員ではございませんので､お間っ違えのないようお願いいたします。

　　会費：　個人会員　1「」6､000円　／　団体会員　　1「」20､000円

　　　　　　学生会員（高校、大学、専門学校生）　　10　2､000円

　　　　　　ｼ≒ﾆｱ会員（中学生以下）　　　　　　　　１口　1､000円

　　４月より翌年３月までの１年間とする。何口でもけっこうです。

広告募集　年間12万円

　　以上詳細はセンター東京（03-5285-8086）までお問い合わせ下さい。ご協力をお待ちしております。

郵便振替：００１８０－２－１６５０３　加入者名：ＡＭＤＡ国際医療情報センター

銀行Lﾆ/壊(広告料のみパさくら銀行　桜新町支店　普通５３８５７１６

　　　　　　　　　　　　　口座名：ＡＭＤＡ国際医療情報センター　所長　小林米幸
・・・■●・・・・■●・■■■●・・・■・・■■・・■・・・■・・・・・・・■●■・■・●・■・・●■・・・・・■・・�●・

L」　１６カ国語対応歯科診察補助表好評発売中!

英語・スペイン語・ポルノ｀ヽガル語・中国語・韓国語・ペルシャ誹びﾗり・タイ語

ラオヌ誹・カンボジア語・ぺトナム語・ペンガル語(ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ)

フィリピノ誹びがjが｀J･ロシア語・フランヌ語・イン/ヽ゛ネシア語・マレー語(ﾏﾚｰﾀ刀

本体　￥５０００（消費税・送料別）お問い合わせは：センター東京　ＴＥＬ０３－５２８５－８０８６
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　産婦人科　　　心療内科

OB / GYN / PYCHOTHERAPY

伊勢佐木クリニック
　　ISEZAKIWOMAN'S CLINIC

〒231-0045横浜市中区伊勢佐木町3-107

　　　　　Kビル伊勢佐木２階

　　　　　TEL 045-251 -8622

,『

『

㎜

　　　　内科

医療法人社団

青
梅

(老人科)・理学診療科

慶成会

慶友病院
〒198-0014東京都青梅市大門1-681番地

●入院のお問い合せ一一「EL0428-24-3020 （代表）

　　　　　院長大塚宣夫

　¨ここ心臓血管外科

zaz北光循環器病院

　　　　勧　　　．．　　　　●●．　　ｌ ●．‐

理事長　太　田　茂　樹

　〒065-0027札幌市東区北27条東８丁目

TEL 01 1 -722-1 1 33 FAX01 1 -722-0501

内科・理学診療科

　　医療法人

福
ク

科
ク

　　　　　大阪市東成区東小橋3-18-3

　　ボングービル４Ｆ（住友銀行鶴橋支店前）

　　　　　　TEL06-974-2338

診療時間

午　前　9:30～12 : 30　　午後3:30～6:30

土曜日　午前9:30～午後12 : 30

日曜日　午前10 : 00～午後12 : 30

休診日　木曜日、祝日、最終日曜日

J　L-嫌i

pAX腸狸A町轍馨S
S紅鶴E夏圓闘S

医療法人社団
慶　泉　会

●町谷原病院
　　　外科　肛門科　泌尿器科

　　　整形外科　形成外科

　　　脳神経外科　内科

〒194-0003東京都町田市小川1523
　　　TEL　0427-95-1668

●町谷原クリニック

　　人工透析センター

　　リハビリセンター

〒194-0003東京都町田市小川1530-6
　　　TEL　0427-99-6500

　　　　　16ケ国語対応

｢歯科診察補助表｣
英語､スペイン語､ポルトガル語､中国語､韓国語､ペルシャ

語、タイ語、ラオス語、カンボジア語､ベトナム語､ベン

ガル語、フィリピン語、ロシア語、フランス語、インドネシ

ア語、マレー語

受付での会話、受診する理由、症状、麻酔や抜歯の経

験､医師からの治療についての説明､診療時の指示､治

療後の注意事項、次回の予約など内容が１言語19ペー

ジに渡り掲載されています。

　本体　5､000円（消費税・送料別）

　●お問い合せ、お申し込み先：

　　　センター束京　電話　03-5285-8086

　　　センター関西　電話　06-636-2333

i1たのために叫jj∂js,こ

2石碑

､、　　　　　　　　　濾斎節水息l春日盾13.1S　　　　｡

TaO∂∂-４４８･６０１１

広告募集中！

お申し込みは

（株）JR西日本コミュニケーションズ

　　　　　　　　　086-223-6964岩井

（株）新通エス・ピー・センター

　　　　　　　　　06-533-6191青山

48　Å肘7)/□or回//99&6
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内科　　消化器科　　整形外科

精神科　　理学診療科

Ｓ喘6蔽

神経内科

⑤

　774床

◆人間ドック　企業健診◆

　　　〒193-0942東京都ハ王子市椚田町583-15

　　　　　　　TEL 0426-61 -41 08

ｙｎ,ｕ都商会

医療法人社団

三好耳鼻咽喉科

クリニック

　院長　三好　　彰
〒981-3133仙台市泉区泉中央1-23-6

　　　　　　　みなよい　みよしさんＴＥＬ　０２２－３７４－３４４３

ＦＡＸ　０２２－３７８－３８８６

サリー薬局　〒214-0021　川崎市多摩区宿河原2-31-3　　�044-933-0207

エリー薬局　〒214-0001　川崎市多摩区菅6-13-4　　　　�044-945-7007

マリー薬局　〒214-0036川崎市多摩区南生田7-20-2　　�044-900-2170

十字路薬局　〒211-0068川崎市中原区小杉御殿町2-96　�044-722-1156

セリー薬局　〒216-0003川崎市宮前区有馬5-18-22　　�044-854-9131

アミー薬局　〒242-0005大和市西鶴間3-5-6-114

マオー薬局　〒242-0021　大和市中央5-4-24

�0462-64-9381

�0462-63-1611

4･消化器科・外科・小児科条
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小さな知恵から、　　　　．．

　豊かな未来へ．　!{
･l加1

小林|国……際ｸｪﾘ＼皐＼|ﾂﾞﾉｸﾞ………

　Kobayashi lntemational Clinic

　　　　　　　小林國際医院

診療時間:平　日　　月曜日~金曜日　9:15～12:00/14:00～17 : 00

土曜日 9:15～13 : 00

休診日　　水曜日、日曜日、祝祭日

fi　0462-63-1380

　神奈川県大和市西嶋間3-5-6-110

小田急江ノ島線・嶋間駅下車徒歩４分



ﾚ今尚ｺ
　　「昨年､のルワンダ支援コンサートに引き続き、今

回は２回目ということで、メンバーも力のこもった

演奏だった。」「岡安氏の朴訥なウガンダのお話が

なかなか良かった。」５月９目Ｏこ）広島県福山市

の福山リーデンローズで開催されたNew Swing Dol-

phinsのＡＭＤＡウガンダ病院住設支援Jazzコンサート

に訪れた皆さんからの感想です。

　New Swing DolphinsとＡＭＤＡを結び付け、定期的

にＡＭＤＡ支援コンサートを開催していただくサポー

トをし、こうして感想まで聞いてドさったのは、三

菱電機福山支部の藤井逸子さんです。

　藤井さんの名前は本誌の国際協力ひろばのページ

で何度となく皆さんのお目に留まったことと思いま

す。様々なかたちでのボランティア活動を紹介する

このページに、休日を利用して取材を続け、記事を

投稿して下さる藤井さんは、ＡＭＤＡボランティア記

者さんでもあります。「投稿記事をただ待っている

だけではだめ！自分の足でユニークなボランティア

活動をみつけて、紹介したい］と旨う藤井さんは、

今月も精力的にＡＭＤＡへのボランティア活動をこな

して下さいました。

　尚、藤井さんの勤務先、三菱電機福山支部の皆さ

んも、ＡＭＤＡで書籍の整理や、翻訳などのボランテ

ィア活動を続けて下さっています。

　　　　左端：日高半文氏　　右端:瀬政光彦氏

　６月が近くなると、今年もまだアフリカンマエ

ストロ”の時期がやってきたなと感じます。アフリ

カンマエストロはＡＭＤＡだけの６月の季詰となって

しまいました。

　「アフリカンマエストロの目的は、ＡＭＤＡのアフ

リカでの活動を紹介することもあるけれど、ＡＭＤＡ

のスタッフの皆さんに楽しんでもらいたい」と３年

前から、岡山・美星町の中胆夢が原で支援コンサー

トを開催して下さるのが日高さんと瀬政さん。

　アフリカの楽器と日本の尺八のあまりに自然なセ

ッションは心に優しく染み込んできました。アフリ

カンサウンドに知らず知らずにリズムをとって、誰

よりもさきに踊り出すのはＡＭＤＡスタッフでした。

今年はどんな楽器に、そしてどんなサウンドに出会

えるのでしょうか！

第３回ＡＭＤＡ活動支援コンサート

　　　African］Vlaestro

　6月26日（金）　開演19: 30

　　　　　　　　（開場18: 30）
中世夢が原、武士の屋敷前広場

大人　3､000円

＊問い合わせ先

　中世夢が原　　0866-87-3914

乙

が

㎜

１

●

AMDA　Jouma1に関するお問い合せは、ＡＭＤＡ広報同　TEL 086-284-7730まで

ご入会､会費、ご寄付､その他ご購入のための振込は、本誌綴じ込みの郵便振替用紙をご使用になるか､下

記口座をご利用下さい。いずれも振込目的を明記して下さい。

■中国銀行一宮支店（普通）　　口座番号１２７２０１１　口座名　AMDA

I第一勧業銀行岡山支店（普通）口座番号１８１６９４７　口座名　AMDA

Iクレジットカード（全日信販のAMDAカード）での会費納入方法もあります。

ＡＭＤＡホームページ

http://www.amda.or.jp

AMDAカードについてのお問い合せは、全日信販株式会社　本社営業部　086-227-7161です。

50　AMDAJoum�j998､6
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街山岡サービス駐車のご案内
OK鳶脇MA ICHIBANGAI

●営業時間/10:00～20:00

　(金光薬品･ヵjうのｻﾝﾖｰ･岡山ﾗﾝﾄﾞﾘｰ/8:00~20:00)

■喫茶/9:00～21:00

1お食事/11:00～22:00

1岡山うまいもんどころpaku-paku/9:00～20:00

　(ｱﾝﾃﾞJしｾﾝﾉ7:30~20:00､結納まるふく/10:00~20:00)

●インフォメーションS(086)232-9411

岡山林原駐車場､ﾎﾃﾙｸﾞﾗﾝヴｨｱ岡山駐車場
もご利用いただけます。

゜ぼ勁1時間無料゜ぽ昌則時間30分無料
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改心

<応募方法＞キリン午後の紅茶についている缶及び紙容器商品の応募

シールと､ペットボトルのパーコードをどれでも5点分を１口として応募ハガ

キまたは普通ハガキに貼り付けてください｡(缶及び紙容器の応募シール｡

5()Omgペットボトルのバーコ一ﾄﾞは１点分、1.5gぺ･ソトポトルのバーコード

のみ3点分)そして､あなたの1.郵便番号2.住所3.氏名4.年齢5.性別

6.電話番号を明記の上､ご応募ください。ハガキ1通につき最大4ロまで

ご応募できますが､必ずロ倣をご記入ください。●対●商品／キI｣ン午後

の紅茶340g缶(ストレートティー、ミルクティー、レモンティー､ノンシュガー

ストレートティー)、キリン午後の紅茶280g缶(ロイヤル)、キリン午後の紅

茶250�LLスI｣ム紙容器(ストレートティー､ミルクティー､レモンティー､ノ

ンシュガーストレートティー､ロイヤル)。キリン午後の紅茶250sgLL紙容器

(ストレートティー､ミルクティー､レモンティー)、キリン午後の紅茶500mlペ

ットボトル(ストレートティー､ミルクティー､レモンティー｡ノンシュガーストレー

トテ･f－)、キリン午後の紅茶1.5aペットボトル(ストレートティー､ミルクティー。

レモンティー､ノンシュガーストレートティー)※缶商品及び紙容器商品は

応慕シールが貼付されているものを対象とします｡●宛先/〒119-0336

東京都日本橋擲侵局私書箱292号キリン午後の紅茶｢すわl｣のいいコイ

ズミトランクプレゼント｣係●締切/1998年7月15日C水)当日消印有効

●当遅発衰／厳正なる抽選の上、当選者を決定。発表は賞品の発送を

もってかえさせていただきます｡●詳しくは｢午後の紅茶ダイヤル｣東京03-

3829-5959大阪06-377-5959へ。※賞品のデザインは､一部変更

になる場合があります｡●キリンビバレッジ(株)の社員および関係者の応

募はご遠慮ください。・応慕されたハガキはご返却いたしません｡ご了承

ください。※応寡シールには5種類のデザインがありますが､どれでもご応募

いただけます｡●写真の､サングラス及びトランク内の小物はプレゼントに

含まれません。キャンペーン情報満載｡/http://www.beverage.co.jp

ビバレ･ンジ“－ティー内【BP情報局】へ/　■Zリニjピバ･LStZjΞj
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紅茶でなくちや、ダメなんだ。

午後の紅茶

人間なのだからお互いに助け合う。

ｆ

　　　　　　　　｢してあげるのではなく，一緒にやること｣

　　　　z≡=EJE･‘りｉ，　ａ°　ｉ　　　．　．　，胞　　　．・

ヒカリエンタープライズ株式会社

　　　　　　岡山市松新町678-11　TEL(086)943-2228

1………:'……………t……:'･71………………アサヒ飲料株式会社・大塚製薬株式会社･カルピス株式会社一

万　　　　キリンビバレッジ株式会社・中国松下システム株式会社・

＼ノレ　富士電機冷機株式会社・サンデン株式会社・三洋電機自販機株式会社
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　　　　　　　　Racing Power unit＆Parts Development
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G即(EN co.。£fd.

〒702-8001岡山市沖元464 TEL.086-277-6609 FAX.086-277-8115
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……コース

クイズに答えるか､パッケージの○部分を切り取って送ってください。

ちふっと參

……コース

………キャンペ‾ンのお知らせです。
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ゲイス

‾‾‾循紅妥字を入府至公

○○○ワッフル

ヒント:ベルギー生まれの

　　　お洒落なお菓子

　　　“八二－ワッフル¨

正解者の中から抽選で

　　八二－ワッフルのふるさと

ベルギーとフランスの旅にご招待
　　　　（Sp

　　ii;ii巡回屁ｵｰｸﾋﾙｽﾞのﾏｰｸを2枚

貼って送れば素敵なプレゼントが当たります

八千:ごづ
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ケーキプランチセット

　媚国l≫

オークヒルズの素敵な

　　　詰め合わせセッ|
　　　　妬Z）

　　官製ハガキにＡコース:クイズの答えを●いて

　　　　　　　　　　Ｂコース:マーク(2枚1口)を貼って

　　郵便番号､住所､氏名､電話番号､性別､年齢､職業を明記の上

〒S50-0005大阪市西区西本喝1-5-7株式会社新通SPセンター内

“八二－ワッフルスィートキャンペーンI'事務局Ａ価までお送り下さい。

　　　　　ハガキ1枚につきA､Bどちらかのコース1口とし、

　　　　　　おー人種何口でもご応募いただけます。

櫃二al･

II麗:::-

1998年7月31日（月）当日消印有効

ご当選者には後日連絡するか賞品の発送をもって

発表にかえさせていただきます。

●旅行主催／(椎)阪急交通社

●旅行内容／期間:6泊7日1998年11月以降実施{予定}出発地:関西国際空港

　　　　　　目的地:ベルギー､フランス{予定l

●こ･注意／当選の権利は当選者本人と同伴者1名に限り有効とさせていただきます。
　　　　　権利の譲渡､換金はできません。旅行当選者は健康で団体旅行に支障が

　　　　　なく期日前に渡航手続きができる方に眠らせていただきます｡{未成年老の

　　　　　場合は､保護者の同伴もしくは同意書が必要です｡l旅行に関する日本

　　　　　国内での交通費､宿泊費及び旅行現地でのオプショナルツアー参加費、

　　　　　空港利用税､パスポーﾄ取得費､保険料等は全て当選者のご負担となりま

　　　　　す。詳しくは当選者に直接こ･塞絡いたします。

　　　　　・今回ご応募いただいた方にはベルギー旅行の案内状を送付させていた

　　　　　　　だくことがあります｡
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